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【FdData 高校入試：中学数学 3 年：空間図形】 
 
[対角線などの長さ／柱や錐の体積など／角柱・角錐の最短距離／円錐の最短距離／ 
立体上の 2 点の距離／立体→切断面が二等辺三角形など／断面が直角三角形／ 
断面が四角形／球・円柱など／体積:正四面体／体積：高さの発見／体積→高さ／角錐台／ 
その他／FdData 入試製品版のご案内] 
 

 [FdData 入試ホームページ]掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧] 
※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
数学： [数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年] 
理科： [理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年] 
社会： [社会地理]，[社会歴史]，[社会公民] 
※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

 
 
 
【】基本問題 
【】対角線などの長さ 
[対角線] 
[問題] 

右の図のような，1 辺の長さが 4cm の立方体がある。 
この立方体の対角線 BH の長さを求めよ。 
(福島県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 34 cm 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
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[解説] 
<Point> 線分 BH を含む平面 BFHD の切断面で考える 

 
まず，底面の直角三角形 FGH について， 

三平方の定理より，FH＝ 32161622 =+=+ HGFG (cm) 

次に，直角三角形 BHF について，三平方の定理より， 

BH＝ 3431648321622 =×==+=+ FHBF (cm) 

 
[問題] 

右の図のような，AD＝4cm，AE＝3cm，AG＝7cm 
の直方体 ABCD－EFGH がある。このとき，AB の長さ 
を求めよ。 
(栃木県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 62 cm 
[解説] 
AB の長さを x cm とする。 
線分 AG を含む，AEGC の切断面で考える。 
直角三角形 AGE で，三平方の定理より， 
AE2＋EG2＝AG2，32＋EG2＝72， 
EG2＝49－9＝40 ･･･① 
直角三角形 EGF で，EF＝AB＝ x (cm)なので， 

EG2＝EF2＋GF2，EG2＝ 2x ＋42･･･② 
①，②より， 1640 2 += x ， 16402 −=x ， 242 =x  

0>x なので， 626424 =×==x (cm) 
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[問題] 
右の図のように，AD＝2cm，CD＝3cm，AG＝7cm の直方体が 

ある。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) AC の長さを求めよ。 
(2) △AEG の面積を求めよ。 
(佐賀県)(**) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
[解答](1) 13 cm (2) 133 cm2 
[解説] 
(1) 直角三角形 ACD で，三平方の定理より， 

AC＝ 139422 =+=+CDAD (cm) 

(2) EG＝AC＝ 13 (cm) 
直角三角形 AGE で，三平方の定理より， 

AE＝ 636134922 ==−=− EGAG (cm) 

よって，(△AEG の面積)＝
2
1
×EG×AE＝ 613

2
1

×× ＝ 133 (cm2) 
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[高さ] 
[問題] 

右の図のように，底面が 1 辺 2cm の正方形で，ほかの辺の 
長さがすべて 3cm の正四角錐がある。この正四角錐の高 
さを求めよ。 
(富山県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 7 cm 
[解説] 
右図の直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 22244422 =×=+=+CBAB (cm) 

AH＝
2
1 AC＝ 22

2
1
× ＝ 2 (cm) 

直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 72923
2222 =−=−=− AHOA (cm) 

 
 
[問題] 

右の図の正四角錐は，底面が 1 辺 4cm の正方形

で，他の辺が 3cm である。次の各問いに答えよ。 
(1) AC と BD の交点を H とするとき，OH と底

面 ABCD は垂直である。このとき，OH の長

さを求めよ。 
(2) OH を軸として，正四角錐を 1 回転させたときにできる立体の体積を求めよ。 
(青森県)(**) 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 1cm (2) π
3
8 cm3 

[解説] 
△ABC は直角二等辺三角形なので，三平方の定理より， 

AC＝ 2421632161622 =×==+=+ BCAB (cm) 

よって，AH＝
2
1 AC＝ 24

2
1
× ＝ 22 (cm) 

△OAH は直角三角形なので，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 189229
222 =−=−=− AHOA (cm) 

(2) OH を軸として，正四角錐を 1 回転させたときにできる立体は円錐になる。 

底面の円の半径は AH＝ 22 (cm)で，高さは OH＝1(cm)であるので， 

(体積)＝
3
1
×π ×AH2×OH＝ ( ) 122

3
1 2

×××π ＝ π
3
8 (cm3) 
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【】柱や錐の体積など 
[角柱の体積] 
[問題] 
 右の図のように，底面が直角三角形で，側面がすべて 
長方形の三角柱があり，AB＝6cm，BE＝4cm，∠ABC＝30°， 
∠ACB＝90°である。この三角柱の体積を求めよ。 
(山形県)(*) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
△ABC(△DEF)を底面とすると高さは BE＝4cm。 

△ABC は 30°60°90°の直角三角形なので，AC：AB：BC＝1：2： 3 である。 
[解答] 318 cm3 
[解説] 
この三角柱の底面は△ABC(△DEF)である。△ABC は 30°60°90°の直角三角形なので，

AC：AB：BC＝1：2： 3 である。AB＝6cm より，AC＝3cm，BC＝ 33 cm である。 

よって，(△ABC の面積)＝
2
1
×BC×AC＝ 333

2
1

×× ＝
2

39 (cm2) 

したがって，(体積)＝ 4
2

39
× ＝ 318 (cm3) 

 
[問題] 

右の展開図において，四角形 ABCD は正方形で 
ある。この展開図を組み立ててできる三角柱の体積 
は何 cm3 か。 
(鹿児島県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答] 133 cm3 
[解説] 

三平方の定理より，AD＝ 139432 22 =+=+ (cm) 

四角形 ABCD は正方形なので，AB＝AD＝ 13 (cm) 

(三角柱の体積)＝ 1332
2
1

××× ＝ 133 (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図は，三角柱の投影図である。この三角柱の体積を求めよ。 
(千葉県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答] 736 cm3 
[解説] 
右図のような三角柱になる。 
直角三角形 ABC で，三平方の定理より， 

BC＝ 727428366422 =×==−=− ACAB (cm) 

(△ABC の面積)＝
2
1
×AC×BC＝ 76726

2
1

=×× (cm2) 

(三角柱の体積)＝(△ABC の面積)×AD＝ 676 × ＝ 736 (cm3) 
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[問題] 
右の図は，底面が直角三角形である三角柱の投影図である。 

この三角柱の体積を求めよ。 
(徳島県)(**) 
 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]18cm3 
[解説] 
右図の平面図で，AB＝5cm である。 
直角三角形 ABC で，三平方の定理より， 

BC＝ 39162522 ==−=− ACAB (cm) 

よって，(底面積)＝
2
1
×4×3＝6(cm2) 

(三角柱の体積)＝(底面積)×(高さ)＝6×3＝18(cm3) 
 
[問題] 

右の図は，三角柱の投影図である。この三角柱の体積を求めよ。 
(秋田県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 



 9 

[解答] 1480 cm3 
[解説] 
右図の直角三角形 ABH で，三平方の定理より， 

AH＝ 14214456258122 =×==−=− BHAB (cm) 

(△ABC の面積)＝
2
1
×BC×AH＝ 141014210

2
1

=×× (cm2) 

(三角柱の体積)＝(△ABC の面積)×8＝ 148081410 =× (cm3) 
 
[問題] 

右の図は，AB＝6cm，∠ABC＝60°，∠ACB＝90°の直角 
三角形 ABC を底面とする三角柱の展開図であり，四角形 ADEF 
は正方形である。このとき，この展開図を点線で折り曲げてでき 
る三角柱の体積を求めよ。 
(神奈川県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 327 cm3 
[解説] 
この三角柱の底面は△ABC で，高さは AD である。AB と AF が重

なるので AF＝6cm である。また，四角形 ADEF は正方形なので，

AD＝6cm である。 

△ABC は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 1：2： 3 にな

るので，BC＝ 3
2
16 =× (cm)，AC＝ 33

2
36 =× (cm) 

(三角柱の体積)＝
2
1
×BC×AC×AD＝ 3276333

2
1

=××× (cm3) 
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[円錐の体積] 
[問題] 

右図のような円すいの体積は何 cm3か，求めよ。 
ただし，円周率はπ とする。 
(兵庫県)(*) 
[解答欄] 

 

[解答] π
3

10 cm3 

[解説] 
図の直角三角形 ABO で，三平方の定理より， 

OB＝ 54922 =−=− AOAB (cm) 

(すいの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝ ( ) πππ

3
1025

3
1

3
1 22 =××=××× AOOB (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図のような∠AOB＝90°，OA＝4cm，AB＝5cm の直角 
三角形 OAB を，直線 BO を回転の軸として 1 回転させてできる 
立体の体積を求めよ。 
(島根県)(*) 
[解答欄] 

 

[解答]16πcm3 
[解説] 
直角三角形 ABO で，三平方の定理より， 

BO＝ 39162522 ==−=− AOAB (cm) 

(体積)＝
3
1
×π×OA2×BO＝ 316

3
1

×××π ＝16π(cm3) 
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[問題] 
右の図のような直角二等辺三角形を，直線 l を回転の軸として 1 回転 

させてできる立体の体積を求めよ。 
(鳥取県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] π
3

24 cm3 

[解説] 
まず，△ABH を 1 回転させたときにできる円錐の体積を求める。 

△ABH は 45°45°90°の直角三角形なので，3 辺の比は 1：1： 2 にな

る。 

したがって，AH＝BH＝AB×
2

1
＝

2
12× ＝ 2 (cm) 

(体積)＝ ( ) πππ
3

2222
3
1

3
1 22 =××=××× AHBH (cm3) 

同様にして，△CBH を 1 回転させたときにできる円錐の体積も π
3

22 (cm3)である。 

よって，(求める体積)＝ πππ
3

24
3

22
3

22
=+ (cm3) 

 
 
[問題] 
 右の図は，底面の半径が 3cm，側面積が 24πcm2の円錐である。 
この円錐の体積を求めよ。ただし，πは円周率とする。 
(秋田県)(**) 
[解答欄] 
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[ヒント] 
右図で OB＝ x cm とし， 
(おうぎ形の面積)＝24πcm2を使って 
x を求める。 
 
[解答] π553 cm3 
[解説] 
右図で OB＝ x cm とし， 
この円錐の展開図の側面のおうぎ形の 
中心角を a °とする。 

(おうぎ形の面積)＝
360

×××
axx π  

＝
360

2 ax ×π ･･･① 

ところで，(弧 AB)＝
360

2 ax×π  

(弧 AB)＝(底面の円の円周)なので， 
(弧 AB)＝3×2×π ＝ π6 (cm2) 

よって， ππ 6
360

2 =×
ax ，

x
xa 326

360
=÷= ππ  

①より，(おうぎ形の面積)＝
360

2 ax ×π なので，
x

a 3
360

= を代入すると， 

(おうぎ形の面積)＝
360

2 ax ×π ＝
x

x 32 ×π ＝ xπ3  

「側面積が 24πcm2 の円錐」とあるので， 
ππ 243 =x ， ππ 324 ÷=x ， 8=x  

△OHBで，三平方の定理より，OH2＋BH2＝OB2 

OH2＋9＝ 2x ，OH2＋9＝64，OH2＝55，OH＝ 55  

(円錐の体積)＝
3
1 ×π ×32× 55 ＝ π553 (cm3) 
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[角錐の体積] 
[問題] 

右図は，全ての辺の長さが 6cm の正四角錐 
である。この正四角錐の体積を求めよ。 
(奈良県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答] 236 cm3 
[解説] 
右図の高さ OH がわかれば，体積を計算できる。 
直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 26236363622 =×=+=+CBAB (cm) 

H は AC の中点なので，AH＝AC÷2＝ 23 (cm) 
直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 181836236
2222 =−=−=− AHOA ＝ 2329 =× (cm) 

(正四角錐の体積)＝
3
1
×AB×CB×OH＝ 2362366

3
1

=××× (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図のように，底面が 1 辺 6cm の正方形 ABCD 
で，他の辺の長さが全て 5cm である正四角錐 
OABCD がある。正四角錐 OABCD の体積を求めよ。 
(愛媛県)(**) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 
[解答] 712 cm3 
 
[解説] 
直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 363622 +=+CBAB ＝ 236×  

＝ 26 (cm) 
HはACの中点なので，AH＝AC÷2＝ 23 (cm) 
直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 71825235
2222 =−=−=− AHOA (cm) 

(正四角錐の体積)＝
3
1
×AB×CB×OH＝ 712766

3
1

=××× (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図は，底面の対角線の長さが 4cm，高さが 3cm の 
正四角錐である。この正四角錐の体積を求めよ。 
(岐阜県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]8cm3 
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[解説] 
底面の正方形 ABCD の 1 辺を a cm とする。 
直角三角形 ABC で，三平方の定理より， 
AB2＋BC2＝AC2， 

1622 =+ aa ， 162 2 =a ， 82 =a  

(正四角錐の体積)＝
3
1
× 2a ×OH＝ 3

3
1 2 ××a  

＝ 2a ＝8(cm3) 
 
[問題] 

右の図のような，正四角錐 O－ABCD において，底面 
ABCD の対角線の交点を H とする。辺 OA の長さが 5cm， 
高さ OH が 4cm のとき，この正四角錐の体積を求めよ。 
(宮城県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]24cm3 
[解説] 
直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

AH＝ 39162522 ==−=−OHOA (cm) 

△ABH は直角二等辺三角形なので， 

(△ABH の面積)＝ 33
2
1

×× ＝
2
9 (cm2) 

(正方形 ABCD の面積)＝(△ABH の面積)×4＝ 4
2
9
× ＝18(cm2) 

(正四角錐の体積)＝ 418
3
1

×× ＝24(cm3) 
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[問題] 
右の図は，ある正四角錐の投影図である。立面図は 1 辺の長さが 

4cm の正三角形である。この正四角錐の体積を求めよ。 
(宮城県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]
3

332 cm3 

[解説] 
右図の AH がこの正四角錐の高さになる。 

△ABH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 1：2： 3 なので， 

AH＝AB×
2
3
＝

2
34× ＝ 32 (cm) 

(正四角錐の体積)＝ 3244
3
1

××× ＝
3

332 (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図において，四角すい OABCD は，AB＝6cm の正四角 
すいである。点 M は辺 BC の中点であり，OM＝9cm である。 
四角形 ABCD の 2 つの対角線 AC，BD の交点を H とするとき， 
OH の長さを求めよ。 
(山形県)(**) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 
[解答] 26 cm 
[解説] 
H は AC の中点，M は BC の中点なので，中点連結定

理より，HM＝
2
1 AB＝ 6

2
1
× ＝3(cm) 

右図の直角三角形 OMH で，三平方の定理より， 

OH＝ 7298139 2222 =−=−=−MHOM  

  ＝ 26236 =× (cm) 
 
 
[問題] 

右の図のような直方体があり，AB＝BC である。点 A と点 F， 
点 B と点 D をそれぞれ結ぶ。AF＝3cm，BD＝2cm であるとき， 
この直方体の体積を求めよ。 
(香川県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 

[解答] 72 cm3 
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[解説] 
AB＝ x (cm)とすると，AB＝AD なので AD＝ x (cm) 
直角三角形 DBA で，三平方の定理より， 
AB2＋AD2＝BD2， 222 2=+ xx ， 42 2 =x ， 22 =x  

0>x なので， 2=x (cm) 
直角三角形 AFB で，三平方の定理より， 

BF＝ ( ) 72923
2222 =−=−=− ABAF (cm) 

(直方体の体積)＝AB×AD×BF＝ 2x ×BF＝ 72× ＝ 72 (cm3) 
 
[展開図と体積] 
[問題] 

右の図は 1 辺が 6cm の正方形のまわりに，それぞれの辺を

底辺とし，高さが 5cm の二等辺三角形を 4 枚並べたものであ

る。この図形を組み立ててできる正四角錐の体積を求めよ。 
(島根県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]48cm3 
[解説] 
図の展開図を組み立てると右図のようになる。 
OH がわかれば，体積を計算できる。 

EH＝
2
1 BC＝ 6

2
1
× ＝3(cm) 

直角三角形 OEH で，三平方の定理より， 

OH＝ 41692522 ==−=− EHOE (cm) 

(正四角錐の体積)＝
3
1
×AB×BC×OH＝ 466

3
1

××× ＝48(cm3) 
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[問題] 
ある正四角錐を展開すると右図のようになる。 

この正四角錐の体積を求めよ。 
(佐賀県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]
3

732 cm3 

[解説] 
右図の直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 24216161622 =×=+=+CBAB (cm) 

AH＝
2
1 AC＝ 24

2
1
× ＝ 22 (cm) 

直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 28836226
2222 =−=−=− AHOA  

  ＝ 7274 =× (cm) 

(正四角錐の体積)＝
3
1
×AB×BC×OH＝ 7244

3
1

××× ＝
3

732 (cm3) 
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【】最短距離など 
【】角柱・角錐の最短距離 
[問題] 

右の図は A，B，C，D，E，F，G，H を頂点にもつ

直方体で，AB＝4cm，AD＝3cm，BF＝2cm である。

この直方体に，頂点 A から辺 BC を通って，頂点 G ま

で糸をかけた。かけた糸の長さがもっとも短くなると

きの糸の長さを求めよ。 
(高知県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 53 cm 

[解説] 

<Point> 最短距離の線が通る部分の展開図をかく 
 
右図のように，A と G を直線で結んだときの AG の長さが最短距離

になる。 
直角三角形 AGF で，三平方の定理より， 

AG＝ 53594593636 2222 =×==+=+=+GFAF (cm) 

＊直線で結んだときの AG の長さが最短距離になる理由を右図で説

明しておこう。 
例えば，糸が右図の Q 点を通る場合，糸の長さは AQ＋QG になる。 
三角形の 2 辺の長さの和は他の 1 辺より長くなるので， 
AQ＋QG＞AG，AQ＋QG＞AP＋PG 
これは Q が BC 間の P 以外のどの位置にある場合も成り立つ。 
したがって，糸が P を通る場合が最短距離になる。 
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[問題] 
右の図のような，底面が 1 辺 2cm の正五角形で高さが 5cm であ

る正五角柱 ABCDE－FGHIJ があり，辺 AF 上に AP＝3cm となる

点 P がある。正五角柱 ABCDE－FGHIJ の側面上に点 P と点 H を

最短の長さで結ぶ線をひくとき，その線の長さを求めよ。 
(栃木県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 52 cm 
[解説] 
最短距離の線が通る部分の展開図は右図のようになる。 
最短距離は右図の PH になる。 
直角三角形 PHF で，三平方の定理より， 

PH＝ 52542016442 2222 =×==+=+=+ FHPF (cm) 

 
 
[問題] 

右の図のように，AB＝4cm，AD＝2cm，AE＝3cm の 
直方体の表面に，ひもを，頂点 A から頂点 H まで，辺 BF 
と辺 CG に交わるようにかける。ひもの長さが最も短くなる 
ときのひもの長さを求めよ。 
(愛媛県)(**) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 
[解答] 109 cm 
[解説] 
最短距離の線が通る部分の展開図は右図のよう

になる。 
最短距離は右図の AH になる。 
直角三角形 AHE で，三平方の定理より， 

AH＝ 1009103 2222 +=+=+ HEAE  

  ＝ 109 (cm) 
 
 
[問題] 

右の正四面体 ABCD の 1 辺の長さを 2cm とする。 
辺 AB，AD の中点をそれぞれ E，F とし，点 P が 
辺 AC 上を動くものとする。線分 EP と PF の長さ 
の和が最も小さくなるとき，その値を求めよ。 
(富山県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 3 cm 
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[解説] 
EP，PF が通る△ABC，△ACD の部分の展開図

は右図の通りである。 
直角三角形 AEP は 30°90°60°の直角三角形で

3 辺の比は 1：2： 3 になるので， 

EP＝AE×
2
3
＝

2
31× ＝

2
3 (cm)  

EF＝EP×2＝ 2
2
3
× ＝ 3 (cm) 

 
[問題] 

右の図のような正四角錐 ABCDE がある。すべて

の辺の長さを 2cm とし，辺 BC，DE の中点をそれ

ぞれ M，N とする。辺 AC 上に点 P，辺 AD 上に点

Q を，3 つの線分 MP，PQ，QN の長さの和が最小

となるようにとるとき，3 つの線分 MP，PQ，QN
の長さの和を求めよ。 
(群馬県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]3cm 
[解説] 
右図は，線分 MP，PQ，QN が通る部分の展開

図である。3 つの線分 MP，PQ，QN の長さの

和が最小となるのは M，P，Q，N が一直線上

にあるときである。このとき，右図より， 
MP＝PQ＝QN＝1cm なので， 
MP＋PQ＋QN＝3(cm) 
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[問題] 
右の図のように，AD＝BD＝CD＝4cm， 
∠ADB＝∠ADC＝∠BDC＝90°である三角錐 ABCD がある。

辺 AC の中点を E とし，辺 CD 上を点 C から点 D まで移動す

る点を F とする。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 辺 AB の長さを答えよ。 
(2) △ABC の面積を求めよ。 
(3) EF＋FB の長さが最も短くなるとき，EF＋FB の長さを求

めよ。 
(新潟県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 24 cm (2) 38 cm2 (3) 102 cm 
[解説] 
(1) 直角三角形 ABD で，三平方の定理より， 

AB＝ 24216161622 =×=+=+ BDAD (cm) 

(2) (1)と同様にして，AC＝BC＝ 24 (cm)なので， 
△ABC は，1 辺が 24 cm の正三角形になる。 
右図で，△ABH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 

1：2： 3 になるので，AH＝AB×
2
3
＝

2
324 × ＝ 62 (cm) 

(△ABH の面積)＝
2
1
×BC×AH＝ 6224

2
1

×× ＝ 124 ＝ 344 × ＝ 38 (cm2) 

(3) EF＋FB の長さが最も短くなるのは，右図のように， 
B，F，E が一直線上になる場合である。 
E が AC の中点なので，AH＝DH＝EH＝4÷2＝2(cm)で， 
BH＝BD＋DH＝4＋2＝6(cm) 
直角三角形 BEH で，三平方の定理より， 
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BE＝ 1021044043622 =×==+=+ EHBH (cm) 

よって，EF＋FB の最短の長さは 102 cm である。 
 
 
[問題] 

図 1 のように，1 辺の長さが 2cm の正四面体(正三角

錐)ABCD がある。辺 AB，BC，CD の中点をそれぞれ E，F，
G とする。点 E から辺 AC を通って頂点 D まで，長さが最も

短くなるようにひもをかけるとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 図 2 は，この正四面体の展開図である。ひものようすは

図 3 の展開図にどのように表れるか，展開図に実線で書

き入れよ。ただし，図中の●は，それぞれ正四面体の各

辺の中点の位置を示している。 
(2) ひもの長さを求めよ。 
(島根県)(***) 
 
[解答欄] 

(1)  

(2) 

[ヒント] 
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[解答](1)  (2) 7 cm 

[解説] 
(2) 右図で，直角三角形 B1B3D は 30°90°60°の直角三角

形で 3 辺の比は 1：2： 3 になるので， 

B1D＝B1B3×
2
3
＝

2
34× ＝ 32 (cm) ･･･① 

直角三角形 B1EIは 30°90°60°の直角三角形で 3辺の比は

1：2： 3 になるので， 

B1I＝B1E×
2
3
＝

2
31× ＝

2
3 (cm) ･･･② 

EI＝B1E×
2
1
＝

2
11× ＝

2
1 (cm) 

①，②より，ID＝B1D－B1I＝
2
332 − ＝

2
33 (cm) 

直角三角形 EDI で，三平方の定理より， 

DE＝ 7
4
28

4
27

4
122 ==+=+ IDEI (cm) 

 
 
[問題] 

右の図は，正四面体と三角柱を合わせた形で，点 A，

B，C，D，E，F，G を頂点とする立体を表している。

正四面体 ABCD の 1 辺の長さは 4cm であり，三角柱

BCDEFG の側面はすべて合同な長方形である。辺 BC
上に点 H，辺 AC 上に点 I を，EH＋HI＋ID の長さが最

も短くなるようにとる。BE＝ 3 cm のとき， 
EH＋HI＋ID の長さを求めよ。 
(福岡県)(***) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 
[解答] 73 cm 
[解説] 
右は，EH，HI，ID が通る面の展開図である。 
EH＋HI＋ID の長さが最も短くなるのは，E，H，I，
D が一直線上にある場合で，その場合の最短距離は

ED の長さである。 
△ABJ は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は

1：2： 3 になるので， 

AJ＝
2
14× ＝2(cm)，BJ＝

2
34× ＝ 32 (cm)である。 

直角三角形 DEJ で，DJ＝AJ＋AD＝2＋4＝6(cm)，EJ＝BJ＋BE＝ 332 + ＝ 33 (cm) 

三平方の定理より，ED＝ ( ) 7379632736336
2222 =×==+=+=+ EJDJ (cm) 

 
 
[問題] 

右図は，底面 ABCD と EFGH が台形で，側面が

すべて長方形の四角柱 ABCDEFGH を表している。 
EH＝4cm，∠DAB＝∠ADC＝90°，AB＝3cm，

HG＝6cm，AE＝2cm である。図に示す立体におい

て，点 P が辺 EF，FB 上を点 E から点 F を通って

点Bまで動く。AP＋PGの長さが最も短くなるとき，

AP＋PG の長さは何 cm か。 
(福岡県)(***) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 
[解答] 172 cm 
[解説] 
点 P は「点 E から点 F を通って点 B まで動く」ので， 
EF 上にある場合と，FB 上にある場合を分けて考える。 
まず，EF 上にあるときは，点 P が右図の Q にあるとき

が AP＋PG の最短距離になる。 
直角三角形 AGH で，三平方の定理より， 

AG＝ 22 GHAH + ＝ 3636+  

＝ 26236 =× (cm)･･･① 
次に，点 P が FB 上にあるときは，点 P が図の R にあるときが AP＋PG’の最短距離 AG’に
なる。図のように G から FG’に垂線 GI を引く。 
直角三角形 FGI で，三平方の定理より， 

FG＝ 52516922 ==+=+GIFI (cm) 

BC＝FG’＝FG＝5cm 
直角三角形 AG’C で，三平方の定理より， 

AG’＝ ( ) 17217468464253' 2222 =×==+=++=+ CGAC (cm)･･･② 

①と②を比べて短い方が最短距離になる。 

①より，AG2＝72，②より AG’2＝68 なので AG＞AG’になるので，最短距離は AG’＝ 172 cm 
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[問題] 
右の図のように，GH＝2cm，FG＝4cm，BF＝7cm とする直

方体を X とする。辺 CG 上に点 R をとり，線分 DR と RF の長

さの和が最小となるようにする。さらに，点 R を通り，面 ABCD
と平行な平面と辺 AE，BF，DH との交点をそれぞれ P，Q，S
とする。このとき次の各問いに答えよ。 
(1) DR＋RF を求めよ。 
(2) △PQR を底面とし，高さが BQ の三角柱の体積は，直方体

X の体積の何倍であるか。 
(沖縄県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 85 cm (2) 
6
1
倍 

[解説] 
(1) 右図のような展開図で，F と D を結んだ線分と線分 CG の交

点に R が来るとき，DR＋RF は最小になる。 
直角三角形 DFB で，三平方の定理より， 

DF＝ 85493676 2222 =+=+=+ FBDB (cm) 

よって，DR＋RF＝ 85 (cm) 
(2) まず，高さ BQ を求める。 
QR // BD // FH なので，平行線の性質より， 
BQ：QF＝DR：RF＝GH：FG＝2：4＝1：2 

よって，BQ＝BF×
21

1
+

＝
3
17× ＝

3
7 (cm) 

(三角柱の体積)＝
2
1
×QR×PQ×BQ＝

3
724

2
1

××× ＝
3
28 (cm3) 
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(X の体積)＝4×2×7＝56(cm3) 

(三角柱の体積)÷(X の体積)＝ 56
3
28

÷ ＝
56
1

3
28

× ＝
2
1

3
1
× ＝

6
1 (倍) 

 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺が 4cm の正三角形 ABC を底面とし， 
OA＝OB＝OC＝8cm とする三角錐 O－ABC がある。辺 OB 
上に点 P をとる。AP＋PC の長さを最も短くしたとき，BP の長さ

を求めよ。 
(茨城県改)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]1cm 
[解説] 
右は，AP，PC が通る面の展開図である。AP＋PC の長さを

最も短くなるのは，A，P，C が一直線上にある場合である。 
右図で，OP は二等辺三角形 OAC の頂角の二等分線になるの

で，OP は辺 AC を垂直に二等分する。 
BP＝ x (cm)とおくと，OP＝ x−8 (cm) 
直角三角形 OAP で，三平方の定理より， 
AP2＝OA2－OP2＝ ( )2864 x−− ･･･① 
直角三角形 ABP で，三平方の定理より， 
AP2＝AB2－BP2＝ 216 x− ･･･② 
①，②より， 

( ) 22 16864 xx −=−− ， 22 16641664 xxx −=−+− ， 1616 =x ， 1=x  
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[問題] 
右の図の正四角錐は，底面が 1 辺 4cm の正方形

で，他の辺が 3cm である。辺 OB 上の点を P と

するとき，点 A から点 P を通って点 C まで糸を

かける。この糸の長さが最も短くなるときの，糸

の長さを求めよ。 
(青森県)(****) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]
3

58 cm 

[解説] 
糸が通る△OAB と△OCB の部分の展開図をかくと，

右図のようになる。 
△OAB と△OCB は辺 OB について線対称の位置に

あるので，AC は OB によって垂直に 2 等分される。 
OP＝ x cm とおくと，BP＝ x−3 (cm)になる。 
直角三角形 OAP で，三平方の定理より， 
AP2＝OA2－OP2＝ 29 x− ･･･① 
直角三角形 BAP で，三平方の定理より， 
AP2＝BA2－BP2＝ ( )2316 x−− ･･･② 

①，②より， ( )22 3169 xx −−=− ， 22 69169 xxx −+−=− ， 26 =x ，
3
1

6
2
==x  

①より，AP2＝ 29 x− ＝
9
19 − ＝

9
80  

AP＝
3

54
3

516
3
80

9
80

=
×

== (cm) 

AP＝PC なので，AC＝AP×2＝ 2
3

54
× ＝

3
58 (cm)  
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[問題] 
図 1 のように，底面の 1 辺が 4cm，側面の二等辺三角形の等しい辺がいずれも 5cm の正

四角錐 ABCDE があり，この正四角錐の頂点 B から辺 AC を通って頂点 D まで，長さが最

も短くなるように，ひもをかける。また，図 2 は，この正四角錐の展開図である。このとき，

次の各問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) ひものようすを展開図に実線でかき入れよ。 
(2) ひもの長さを求めよ。 
(岩手県)(****) 
[解答欄] 

(1)  

(2) 

 [ヒント] 
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[解答](1)   (2)

5
218 cm 

[解説] 
(2) △ABC と△ADC は辺 AC について線対称の位置にある

ので，BD は AC によって垂直に 2 等分される。 
PC＝ x cm とおくと，AP＝ x−5 (cm) 
直角三角形 CDP で，三平方の定理より， 

PD2＝CD2－CP2＝ 216 x− ･･･① 
直角三角形 ADP で，三平方の定理より， 
PD2＝AD2－AP2＝ ( )2525 x−− ･･･② 
①，②より， ( )22 52516 xx −−=− ， 22 10252516 xxx −+−=−  

1610 =x ，
5
8

10
16

==x  

①より，PD2＝ 216 x− ＝
25

336
25
6416 =− ，PD＝

5
214

5
2116

25
336

=
×

= (cm) 

BP＝PD なので，BD＝PD×2＝ 2
5
214

× ＝
5
218 (cm) 

 
[問題] 

右の図の正四角錐 OABCD は，OA＝ 36 cm，AB＝6cm で

ある。図は，この正四角錐の側面に，点 A から辺 OB と辺 OC
を通って点 D まで，1 本の糸を巻きつけたものである。糸と辺

OB，OC との交点をそれぞれ P，Q とする。次の各問いに答え

よ。ただし，糸はそれぞれの側面でたるむことなく巻きつけら

れているものとする。 
(1) P，Q がそれぞれ辺 OB，OC の中点となるように糸を巻き

つけたとき，PQ の長さを求めよ。 
(2) AP⊥OB，DQ⊥OC となるように糸を巻きつけたとき，①OP と PB の長さの比 OP：PB

を，最も簡単な整数比で表せ。②巻きつけた糸の A から D までの長さを求めよ。 
(3) A から D までの糸の長さが最も短くなるように巻きつけたとき，巻きつけた糸の A から

D までの長さを求めよ。 
(群馬県)(****) 
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[解答欄] 

(1) (2)① ② 

(3) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 3cm (2)① 5：1 ② 3325+ (cm) (3) 16cm 
[解説] 
(1) P，Q がそれぞれ辺 OB，OC の中点となるとき，中点連結定理より， 

PQ＝
2
1 BC＝ 6

2
1
× ＝3(cm) 

(2)① 右図のように，BP＝ x (cm)とおくと，OP＝ x−36 (cm) 
直角三角形 ABP で，三平方の定理より， 
AP2＝AB2－BP2＝ 236 x− ･･･ア 
直角三角形 OAP で，三平方の定理より， 

AP2＝OA2－OP2＝ ( ) ( )22
3636 x−−  

＝ 108312108 2 −+− xx ＝ xx 3122 +− ･･･イ 

ア，イより， 22 36312 xxx −=+− ， 36312 =x ， 3
3

3
312

36
===x  

PB＝ 3 (cm)，OP＝ 336 − ＝ 35 (cm) 
よって，OP：PB＝ 35 ： 3 ＝5：1 

② アより，AP2＝ 236 x− ＝ ( ) 33336336
2

=−=−  

よって，AP＝ 33 (cm)，QD＝AP＝ 33 (cm) 
△OBC で，①より OP：PB＝5：1 なので，OP：OB＝5：6 
明らかに PQ // BC なので，平行線の性質より，PQ：BC＝OP：OB，PQ：6＝5：6 
よって，PQ＝5(cm) 
巻きつけた糸の A から D までの長さは， 

AP＋PQ＋QD＝ 33533 ++ ＝ 3325+ (cm) 
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(3) 右は，糸が通る部分の展開図である。 
AからDまでの糸の長さが最も短くなるよう

に巻きつけたとき，A，P，Q，D は図のよう

に一直線上にある。したがって，最短の長さ

は AD になる。 
△OBC，△OAB，△OCD は合同な二等辺三

角形である。それらの底角を●，頂角を○と

して，等しい角度を図に記入する。 
△ABP は 2 つの底角(●)が等しいので，AP＝AB＝6(cm)である。同様に，QD＝6cm である。 
あと，PQ の長さがわかれば，AD の長さを求めることができる。 
そこで，PQ＝ x (cm)とおく。 
△OPQ∽△OAB(2 角が等しい)なので， 

OP：PQ＝OA：AB＝ 36 ：6＝ 3 ：1 
よって，OP＝PQ× 3 ＝ 3×x ＝ x3 (cm) 
ところで，△ABP∽△OAB(2 角が等しい)なので，AB：BP＝ 3 ：1 

6：BP＝ 3 ：1， 3 BP＝6×1，BP＝ 32
3

36
33

36
3

6
==

×
×

= (cm) 

OP＋BP＝OB なので， 36323 =+x  
343 =x ， 4=x  

よって，AP＋PQ＋QD＝6＋4＋6＝16(cm) 
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【】円錐の最短距離 
[問題] 

右の図のように，底面の直径 AB と母線の長さ PA につい

てAB＝PA＝4cmの円錐がある。線分PBの中点をCとする。

図のように，この円錐の表面に，点 A から点 C まで，ひもを

ゆるまないようにかける。ひもの長さが最も短くなるとき，

その長さを求めよ。 
(長野県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求める。中心角を x °とする。 
(側面のおうぎ形の円周部分の長さ)＝(底面の円の円周の長さ)なので， 

2π×PA×
360

x
＝π×AB，2π×4×

360
x

＝π×4 

 

[解答] 52 cm 
[解説] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求める。中心角を x °とする。 
(側面のおうぎ形の円周部分の長さ)＝(底面の円の円周の長さ)なので， 

2π×PA×
360

x
＝π×AB，2π×4×

360
x

＝π×4 

1
360

2 =×
x

， 1
180

=
x

， 180=x  

＊(中心角)＝360°×
)(
)(

母線の長さ

底面の半径
＝

4
2360 ×° ＝180°で簡単に求めることもできる。 

中心角が 180°なので，側面の展開図は右図のようになる。 
最短距離は，図の AC になる。 
直角三角形 ACP で，三平方の定理より， 

AC＝ 52542041622 =×==+=+CPAP (cm) 
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[問題] 
右の図のように，底面の半径が 1cm，母線の長さが 3cm の 

円錐がある。底面の円周上の点 P から円錐の側面を 1 周 
して，点 P までひもをかける。ひもの長さが最も短くなるとき 
のひもの長さを求めよ。ただし，円周率はπとする。 
(富山県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求める。中心角を x °とする。 

(側面のおうぎ形の円周部分の長さ)＝(底面の円の円周の長さ)なので，2π×3×
360

x
＝π×2 

 
 

[解答] 33 cm 
[解説] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求める。中心角を x °とする。 
(側面のおうぎ形の円周部分の長さ)＝(底面の円の円周の長さ)なので， 

2π×3×
360

x
＝π×2 

1
360

3 =×
x

， 1
120

=
x

， 120=x  

＊(中心角)＝360°×
)(
)(

母線の長さ

底面の半径
＝

3
1360 ×° ＝120°で簡単に求めることもできる。 

中心角が 120°なので，側面の展開図は右図のようになる。 
ひもの長さが最も短くなるときのひもの長さは図の PP’であ

る。△OPH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 

1：2： 3 になるので，PH＝
2

33
2
33 =× (cm) 

PP’＝PH×2＝ 2
2

33
× ＝ 33 (cm) 
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[問題] 
右の図のように，円錐の底面の直径を AB とし，母線 OA，弧 AB

の中点をそれぞれ C，D とする。円錐の側面において，点 C から点

B まで長さが最も短くなる線を母線 OD と交わるようにひくとき，

この線と線分 CA，および点 D を含む弧 AB によって囲まれる部分

の面積は何 cm2か。 
(長崎県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求めると 120°になる。 

＊(中心角)＝360°×
)(
)(

母線の長さ

底面の半径
＝

6
2360 ×° ＝120°で簡単に求めることもできる。 

 

[解答]
2

396 −π (cm2) 

[解説] 
まず，この円錐の側面を展開してできるおうぎ形の中心角を求める。中心角を x °とする。 
(側面のおうぎ形の円周部分の長さ)＝(底面の円の円周の長さ)なので， 

2π×OA×
360

x
＝π×AB，2π×6×

360
x

＝π×4 

1
360

3 =×
x

， 1
120

=
x

， 120=x  

＊(中心角)＝360°×
)(
)(

母線の長さ

底面の半径
＝

6
2360 ×° ＝120°で簡単に求めることもできる。 

中心角が 120°なので，側面の展開図は右図のようになり， 
BC が最短距離になる。 
おうぎ形 OAB の中心角は，120°÷2＝60°で， 
OB：OC＝6：3＝2：1 なので，△OBC は 30°90°60° 
の直角三角形になる。 

BC＝OC× 3 ＝ 33× ＝ 33 (cm) 
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(右図の斜線部分の面積)＝(おうぎ形 OAB の面積)－(△OBC の面積) 

(おうぎ形 OAB の面積)＝
360
6062 ××π ＝ π6 (cm2) 

(△OBC の面積)＝
2
1
×BC×OC＝ 333

2
1

×× ＝
2

39 (cm2) 

よって，(右図の斜線部分の面積)＝
2

396 −π (cm2) 
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【】立体上の 2 点の距離 
[立体上の 2 点] 
[問題] 

右の図は，AB＝3cm，BC＝4cm，∠ABC＝90°の直角三角形 
ABC を底面とし，AD＝BE＝CF＝6cm を高さとする三角柱である。 
また，点 G は辺 BC の中点である。この三角柱において，2 点 
D，G 間の距離を求めよ。 
(神奈川県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
線分 DG を含む，△DGA で考える。 

 

[解答]7cm 
[解説] 
<Point> 2 点を通る平面で立体を切る→切断面で考える 
線分 DG を含む，△DGA で考える。 
線分 DA は底面の△ABC に垂直であるので∠DAG＝90°であ

る。 
したがって，AGの長さがわかればDGを求めることができる。 
直角三角形 ABG で，G は BC の中点なので，BG＝4÷2＝2(cm) 
三平方の定理より， 

AG＝ 134922 =+=+ BGAB (cm) 

直角三角形 DGA で，三平方の定理より， 

DG＝ 749133622 ==+=+ AGAD (cm) 
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[問題] 
右の図のような三角柱があり，AB＝4cm，BC＝2cm， 

CF＝5cm，∠DEF＝90°である。また，辺 AB，DF の 
中点をそれぞれ P，Q とし，点 P と点 Q を結ぶ。 
線分 PQ の長さは何 cm か。 
(香川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 
[解答] 26 cm 
[解説] 
右図のように，Q から DE へ垂線 QH を引くと， 
∠QHD＝∠FED＝90°で，同位角が等しいので，QH // FE 
平行線の性質より，HQ：EF＝DQ：DF＝1：2 なので， 

QH＝
2
1 FE＝

2
1 CB＝ 2

2
1
× ＝1(cm) 

また，H は DE の中点になるので，四角形 HPBE は長方形

になり，PH // BE になる。BE⊥面 DEF なので，PH⊥面 DEF
になる。よって，∠PHQ＝90° 
直角三角形 PQH で，三平方の定理より， 

PQ＝ 2612522 =+=+QHPH (cm) 
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[問題] 
 右図のように，底面 GHIJKL が 1 辺 4cm の正六角形で， 
AG＝8cm の正六角柱 ABCDEF－GHIJKL がある。AI の 
長さを求めよ。 
(石川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 
[解答] 74 cm 
[解説] 
右の図 1 のように，AIG を結ぶ。 
辺 AG は底面と垂直なので， 
∠AGI＝90°である。 
直角三角形 AIGでAG＝8cmなの

で，GI の長さがわかれば AI を計

算できる。 
図 2 のように，底面 GHIJKL は

正六角形なので， 
△GHM は 30°60°90°の直角三角形である。 

したがって，GM：GH＝ 3 ：2， 
GH＝4cm なので，GM：4＝ 3 ：2 
比の外項の積は内項の積に等しいので， 

GM×2＝4× 3 ，GM＝4× 3 ÷2＝ 32 (cm)，GI＝2GM＝ 34 (cm) 
図 1 の直角三角形 AIG で，三平方の定理より， 

AI2＝AG2＋GI2＝64＋( 34 )2＝64＋48＝112 
よって，AI＝ 112 ＝ 716× ＝ 74 (cm) 
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[問題] 
右の図のように，点 A，B，C，D，E，F を頂点とし， 

∠DEF＝90°の直角三角形 DEF を底面の 1 つとする三角柱が

ある。辺 DF の中点を G とし，4 点 B，E，F，G を結んで三角

錐をつくる。辺 DE の長さが 8cm，辺 EF の長さが 4cm，辺

AD の長さが 10cm のとき，三角錐 BEFG の辺 BG の長さを求

めよ。 
(三重県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答] 302 cm 
[解説] 
右の図 1 で，BE は底面 DEF に垂直なので， 
∠BEG＝90°である。図 2 で，△BGE は， 
BE＝10cm の直角三角形なので，GE の長さがわかれば，三平方

の定理で BG の長さを計算できる。 
そこで，図 3 で，G は DF の中点で， 
GI // FE なので，平行線の性質より， 

GI＝
2
1 FE＝ 4

2
1
× ＝2(cm)， 

IE＝ID＝
2
1 DE＝ 8

2
1
× ＝4(cm)である。 

△GEI で，三平方の定理より，GE＝ 2016422 =+=+ IEGI (cm) 

図 2 の△BGE で，三平方の定理より， 

BG＝ 3023041202010022 =×==+=+GEBE (cm) 
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[問題] 
右の図のように，1 辺の長さが 2cm の正四面体(正三

角錐)ABCD がある。辺 AB，BC，CD の中点をそれぞれ

E，F，G とする。次の各問いに答えよ。 
(1) AG，EG の長さをそれぞれ求めよ。 
(2) ∠FEG の大きさを求めよ。 
(島根県)(***) 
 
[解答欄] 

(1)AG： EG： (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1)AG： 3 cm EG： 2 cm (2) 45° 
[解説] 
(1) △ACD は 1 辺が 2cm の正三角形なので，右の図 1 のように， 

△ACG は，CG：AC：AG＝1：2： 3 の直角三角形になる。 
よって，AG＝ 3 (cm)･･･① 
次に，図 2 のように，A と G，B と G を結ぶ。 

BG＝AG，①より AG＝ 3 (cm)なので， 
BG＝AG＝ 3 (cm)である。 
また，AE＝BE＝1(cm)である。 
図 3 で，三平方の定理より， 

EG＝ 1322 −=− AEAG  

＝ 2 (cm)･･･② 
(2) △ABC において，E は AB の中点，

F は BC の中点なので，中点連結定理より， 

EF＝
2
1 AC＝ 2

2
1
× ＝1(cm) 
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同様にして，FG＝
2
1 BD＝ 2

2
1
× ＝1(cm) 

また，②より EG＝ 2 (cm)なので，△EGF は，図 4 のように， 
3 辺の比が 1：1： 2 の直角二等辺三角形になる。 
したがって，∠FEG＝45°である。 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺の長さが 8cm の正方形 ABCD を 
底面とし，側面がすべて正三角形である正四角すい OABCD 

がある。辺 OB の中点を E とし，線分 AC 上に AF＝ 2 cm 
となる点 F をとる。このとき，線分 EF の長さを求めよ。 
(茨城県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 34 cm 
[解説] 
EF を含む断面 EAC を使って考える。 
まず，△EAC の 3 つの辺の長さを計算する。 
図 1 の直角三角形 OAE で，三平方の定理より， 

AE＝ 48166448 2222 =−=−=−OEOA  

  ＝ 34316 =× (cm) 
同様にして，EC＝ 34 (cm) 
図 1 の直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 282888 22222 =×=+=+CBAB (cm) 

図2でHはACの中点なので，AH＝ 24 (cm)である。 
直角三角形 AEH で，三平方の定理より， 
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EH＝ ( ) ( ) 41632482434
2222 ==−=−=− AHAE (cm) 

直角三角形 EFH で，三平方の定理より， 

EF＝ ( ) ( ) 3418162244
222222 =+=−+=−+=+ AFAHEHFHEH (cm) 

 
[展開図上の 2 点] 
[問題] 

右の図のように，1 辺の長さが 6cm の立方体の展開 
図がある。線分 AB，線分 CD の中点をそれぞれ P，Q 
とする。この展開図を組み立てて立方体をつくったと 
き，立方体上の 2 点 P，Q の間の距離を求めよ。 
(秋田県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

   
[解答] 63 cm 
[解説] 
展開図を組み立てた立方体は右下の図のようになる。 
線分 PQ を含む切断面 ABQR に注目する。 
この切断面上の直角三角形 PQB で，三平方の定理より， 
PQ2＝PB2＋BQ2･･･①が成り立つ。 
P は AB の中点で AB＝6cm なので，PB＝6÷2＝3(cm)である。 
あと，BQ の長さがわかれば，①より PQ を求めることができ

る。底面上の直角三角形 BQC で，BC＝(6cm)， 
CQ＝6÷2＝3(cm)なので，三平方の定理より， 
BQ2＝BC2＋CQ2＝62＋32＝36＋9＝45 
PB＝3cm なので，①式に代入すると， 
PQ2＝PB2＋BQ2＝32＋45＝9＋45＝54 

よって，PQ＝ 54 ＝ 69× ＝ 63 (cm) 
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[問題] 
右の図は，底面が台形である四角柱の展開図である。 

これを組み立ててできる四角柱の 2 つの頂点 A，B を 
結ぶ線分 AB の長さを求めよ。 
(愛媛県)(****) 
 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 74 cm 
[解説] 

 

図 2 の直角三角形 ABF で，AF＝10cm なので，BF がわかれば AB の長さを計算できる。 
図 1 で，D は F に，C は G に重なるので，EF＝2cm，FG＝2cm になる。 
図 3 で，FI＝GH なので，GH＝(EB－FG)÷2＝(4－2)÷2＝1(cm) 
直角三角形 BGH で，三平方の定理より， 

BH＝ 31422 =−=−GHBG (cm) 

直角三角形 BFH で，三平方の定理より， 
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BF＝ ( ) ( ) 1239312
2222 =+=++=+ BHFH (cm) 

図 2 の直角三角形 ABF で，三平方の定理より， 

AB＝ ( ) 74716112121001210
2222 =×==+=+=+ BFAF (cm) 

 
 
[問題] 

右の図は，AB＝6cm，∠ABC＝60°，∠ACB＝90°の直角三

角形 ABC を底面とする三角柱の展開図であり，四角形 ADEF は

正方形である。また，点 G は線分 DE の中点である。このとき，

この展開図を点線で折り曲げてできる三角柱で，2 点 C，G 間の

距離を求めよ。 
(神奈川県)(****) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答] 53 cm 
[解説] 
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図 1 は展開図の一部のみを表している。ADEF の面を F が B に重なるように折り曲げたの

が図 2 である。図 3 で，直角三角形 ABC は 30°90°60°の直角三角形なので，3 辺の比は

1：2： 3 になる。AB＝6cm なので，BC＝
2
16× ＝3(cm)，AC＝ 33

2
36 =× (cm)である。 

直角三角形 CGH で，CH と GH の長さがわかれば，三平方の定理で CG を計算できる。 

G は DE の中点で GH // DI なので，GH＝
2
1 DI＝ 33

2
1
× ＝

2
33 (cm)になる。 

図 4 の直角三角形 CHI で，三平方の定理より， 

CH＝
4

153
4

9144
4
93622 =

+
=+=+ IHCI (cm) 

図 3 の直角三角形 CGH で，三平方の定理より， 

CG＝ 535945
4

180
4

27
4

153
2

33
4
53

2

22 =×===+=







+

1
=+GHCH (cm) 
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【】立体→切断面の平面図形 
【】断面が二等辺三角形や正三角形 
[問題] 

右の図のように，1 辺が 6cm の立方体の 3 つの頂点 A，B，C 
を結んでできる右の図のような△ABC の面積を求めよ。 
(京都府)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
△ABC は，AB＝AC＝BC の正三角形になる。 
 

[解答] 318 cm2 

[解説] 
右図の直角三角形 ABD で，三平方の定理より， 

AB＝ 26236363622 =×=+=+ BDAD (cm) 

同様にして，AC＝ 26 (cm)，BC＝ 26 (cm) 
よって，△ABC は 1 辺が 26 cm の正三角形になる。 
右下図の△ACH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は

1：2： 3 になるので，CH＝
2
326 × ＝ 63 (cm)である。 

(△ABC の面積)＝
2
1
×AB×CH＝ 6326

2
1

××  

＝ 129 ＝ 349 × ＝ 318 (cm2) 
 
 
[問題] 

右の図のように，AB＝BC＝2cm，BF＝4cm の直方体 
ABCD－EFGH がある。この直方体を頂点 A，C，F を 
通る平面で分けたときにできる三角錐 B－AFC の表面積 
を求めよ。 
(秋田県)(**) 
[解答欄] 
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[ヒント] 
△ACF は AF＝CF の二等辺三角形である。二等辺三角形の面積は，3 辺の長さがわかれば，

面積を計算することができる。 
[解答]16cm2 
[解説] 

(△ABC の面積)＝ 22
2
1

×× ＝2(cm2) 

(△CBF の面積)＝ 42
2
1

×× ＝4(cm2) 

(△ABF の面積)＝ 42
2
1

×× ＝4(cm2) 

あと，△ACF の面積を求めれば，表面積が計算できる。 
△ACF は AF＝CF の二等辺三角形である。二等辺三角形の面積は，3 辺の長さがわかれば，

面積を計算することができる。直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 22244422 =×=+=+CBAB (cm) 

直角三角形 CFB で，三平方の定理より， 

CF＝ 52542016422 =×==+=+ FBCB (cm) 

AF＝CF＝ 52 (cm) 
したがって，△ACF は右図のようになる。 
直角三角形 AFP で，三平方の定理より， 

FP＝ ( ) ( ) 232918220252
2222 =×==−=−=− APAF (cm) 

(△ACF の面積)＝
2
１

×AC×FP＝ 2322
2
1

×× ＝6 (cm2) 

よって，(三角錐 B－AFC の表面積)＝2＋4＋4＋6＝16(cm2) 
 
[問題] 

右の図のように，4 点 O，A，B，C を頂点とする 1 辺の長

さが 8cm の正四面体がある。辺 BC の中点を M とする。こ

のとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 線分 OM の長さを求めよ。 
(2) △OAM の面積を求めよ。 
(福島県)(**) 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
[解答](1) 34 cm (2) 216 cm2 
[解説] 
(1) 右図の直角三角形 OBM は 30°90°60°の直角三角形で 3辺の

比は 1：2： 3 になるので， 

OM＝
2
38× ＝ 34 (cm) 

(2) △OAM は AM＝OM の二等辺三角形になる。 

右図で M から OA に垂線 MH を引くと，H は OA の中点になる。 
直角三角形 OMH で，三平方の定理より， 

MH＝ ( ) 321648434 2222 =−=−=−OHOM  

  ＝ 24216 =× (cm) 

(△OAM の面積)＝
2
1
×OA×MH＝ 248

2
1

×× ＝ 216 (cm2) 

 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺の長さが 4cm の正四面体 ABCD が

あり，辺 BC，CD の中点をそれぞれ M，N とする。また，

点 M から線分 AN に垂線をひき，その交点を H とする。こ

のとき，次の各問いに答えよ。 
(1) MN の長さを求めよ。 
(2) AM の長さを求めよ。 
(3) △AMN の面積を求めよ。 
(4) MH の長さを求めよ。 
(佐賀県)(***) 
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 2cm (2) 32 cm (3) 11 cm2 (4) 
3
33 cm 

[解説] 
(1) △CBD で，M，N は辺 BC，CD の中点なので，中点連結定理

より，MN＝
2
1 BD＝ 4

2
1
× ＝2(cm) 

(2) 右図の正三角形 ABC で，M は BC の中点なので，AM⊥BC。 

△ABM は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 1：2： 3 にな

るので，AM＝
2
34× ＝ 32 (cm) 

(3) △AMN は，AM＝AN＝ 32 (cm)，MN＝2(cm)の二等辺三角形

になる。右図のように，A から MN に垂線 AP を引くと，P は MN
の中点になる。 
直角三角形 AMP で，三平方の定理より， 

AP＝ ( ) 11112132 2222 =−=−=−MPAM (cm) 

(△AMN の面積)＝
2
1
×MN×AP＝ 112

2
1

×× ＝ 11 (cm2) 

(4) MH の長さは△AMN の面積と AN の長さから求める。 
△AMN の底辺を AN とすると，高さは MH になるので， 

2
1
×AN×MH＝(△AMN の面積) 

32
2
1
× ×MH＝ 11 ， 3 MH＝ 11 ，MH＝

3
33

33
311

3
11

=
×
×

= (cm) 
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[問題] 
右の図のように，OA＝12cm，AB＝8cm の正四角錐

OABCD がある。点 E は辺 OA 上にあり，点 F は辺 OB 上に

あって，OE＝OF＝3cm である。また，点 G は底面 ABCD
の 2 つの対角線 AC，BD の交点である。このとき，次の各問

いに答えよ。 
(1) 線分 EF の長さを求めよ。 
(2) △EFG の面積を求めよ。 
(熊本県)(****) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 
(1) △OEF∽△OAB 
(2) 

 

 
[解答](1) 2cm (2) 8cm2 

[解説] 
(1) OE：OA＝OF：OB＝3：12＝1：4，∠EOF＝∠AOB で，2 組の辺の比とその間の角が，

それぞれ等しいので，△OEF∽△OAB 
よって，EF：AB＝OE：OA，EF：8＝1：4 
比の外項の積は内項の積に等しいので，4EF＝8，EF＝2(cm) 
(2) 図の位置関係から，EG＝FG と判断できるので，△EFG は

二等辺三角形になる。 
二等辺三角形の面積は 3 辺がわかれば計算できる。(1)より，EF
＝2(cm)なので，あとは，EG(または FG)の長さがわかればよい。 
そこで，点 E をふくむ△OAC に注目する。 
正四角錐の底面で，△ABC は AB＝BC＝8(cm)の直角二等辺三

角形なので，3 辺の比は 1：1： 2 になる。 
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よって，AC＝AB× 2 ＝ 28× ＝ 28 (cm) 
AG＝ 228 ÷ ＝ 24 (cm) 
右図のように，E から AC に垂線 EH を引く。 
直角三角形 EGH で，EH と GH がわかれば EG を計算できる。 
EH // OG なので，平行線の性質より， 

HG：AG＝EO：AO，HG： 24 ＝3：12，HG： 24 ＝1：4 
比の外項の積は内項の積に等しいので，4HG＝ 24 ，HG＝ 2 (cm)･･･① 
ところで，直角三角形 OAG で，三平方の定理より， 

OG＝ ( ) 74716112321442412
2222 =×==−=−=− AGOA (cm) 

EH // OG なので，平行線の性質より， 

EH：OG＝AE：AO，EH： 74 ＝9：12，EH： 74 ＝3：4 
比の外項の積は内項の積に等しいので， 

4EH＝ 374 × ，EH＝ 73 (cm)･･･② 
①より HG＝ 2 (cm)，②より EH＝ 73 (cm) 
直角三角形 EGH で，三平方の定理より， 

EG＝ ( ) ( ) 65263273
2222 =+=+=+ HGEH (cm) 

右の図で，G から EF に垂線 GM を引くと，M は EF の中点になる。 
直角三角形 GEM で，三平方の定理より， 

GM＝ 86416522 ==−=− EMGE (cm) 

(△EFG の面積)＝
2
1
×EF×GM＝ 82

2
1

×× ＝8(cm2) 

 
 
[問題] 

右の図は，正四角錐と直方体を合わせた形で，点 A，B， 
C，D，E，F，G，H，I を頂点とする立体を表している。 
正四角錐 ABCDE は，辺の長さがすべて 6cm である。 
辺 BF の長さは，正四角錐 ABCDE の高さに等しい。図に 
示す立体において，△AFD の面積を求めよ。 
(福岡県)(****) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 

[解答]27cm2 
[解説] 
長方形 BFHD をふくむ平面でこの立体を切ると，点 A は，こ

の切断した平面上にあるので，切断面は右図のようになる。 
まず，FA と FD の長さを求める。 
問題の図で，△FGH は 45°45°90°の直角三角形で，3 辺の

比は 1：1： 2 になるので， 
FH＝FG× 2 ＝ 26× ＝ 26 (cm) 
右図で，Q は FH の中点なので，FQ＝FH÷2＝ 23 (cm) 
BP＝FQ＝ 23 (cm) 
直角三角形 ABP で，三平方の定理より， 

AP＝ ( ) 2329181836236
2222 =×==−=−=− BPAB (cm) 

仮定より，PQ＝AP なので，PQ＝ 23 (cm) 
右図の直角三角形 AFQ で，三平方の定理より， 

AF＝ ( ) ( ) 18722326
2222 +=+=+ FQAQ  

＝ 10310990 =×= (cm) 
直角三角形 DFH で，三平方の定理より， 

DF＝ ( ) ( ) 1032326
2222 =+=+ DHFH (cm) 

以上より，△AFD は，AF＝DF の二等辺三角形になる。 
右図の直角三角形 FDR で，三平方の定理より， 

FR＝ 98199022 ==−=− DRDF (cm) 

(△AFD の面積)＝
2
1
×DA×FR＝ 96

2
1

×× ＝27(cm2) 
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【】断面が直角三角形 
[問題] 

右の図は，底面 ABC が AB＝AC＝6cm の直角二等辺三角形で， 
側面がすべて長方形の三角柱 ABCDEF を表しており，CF＝12cm 
である。△FAB の面積を求めよ。 
(福岡県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

直線 BA は平面 ACFD と垂直の位置関係にある(BA⊥AC，BA⊥AD なので)。 
→BA⊥AF 
 

[解答] 518 cm2 
[解説] 
∠FAB＝90°に気づくかどうかがポイントである。 
直線 BA は平面 ACFD と垂直の位置関係にある(BA⊥AC，BA⊥AD
なので)。したがって，平面 ACFD 上にある直線 AF と直線 BA は

垂直に交わる。 
FA の長さがわかれば，△FAB の面積を求めることができる。 
直角三角形 FAC で，三平方の定理より， 

FA＝ 18036144612 2222 =+=+=+ ACFC  

＝ 56536 =× (cm) 

(△FAB の面積)＝
2
1
×AB×FA＝ 518566

2
1

=×× (cm2) 
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[問題] 
右の図のように，1 辺の長さが 4cm の立方体 ABCD－EFGH 

がある。対角線 BH 上に BP：PH＝3：1 となる点 P をとる。 
△PBE の面積を求めよ。 
(新潟県改)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
HE⊥面 ABFE なので，面 ABFE 上にある EB と HE は垂直に交わる。 
よって，△BHE は直角三角形である。 
 

[解答] 26 (cm2) 
[解説] 
∠BEH＝90°に気づくかどうかがポイントである。 
HE⊥面 ABFE なので，面 ABFE 上にある EB と HE は垂直に交わる。 
よって，△BHE は直角三角形である。 
まず，△BHE の面積を求める。 
直角三角形 BEF で，三平方の定理より， 

BE＝ 242444 22222 =×=+=+ EFBF (cm) 

(△BEH の面積)＝
2
1
×EH×BE＝ 28244

2
1

=×× (cm2) 

△PBE の底辺を BP，△BEH の底辺を BH とすると高さは共通なので， 
面積は底辺の比 BP：BH＝3：4 になる。 

したがって，(△PBE の面積)＝(△BEH の面積)×
4
3  

＝ 26
4
328 =× (cm2) 
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[問題] 
右の図のように，1 辺が 4cm の正三角形を底面とし，側面が 

すべて正方形である三角柱 ABCDEF がある。辺 AC の中点を 
G とし，線分 EG の中点を H とする。このとき，線分 DH の 
長さを求めよ。 
(茨城県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 

[解答] 11 cm 
[解説] 
図 1のように，GからDEに垂線GPを引き，

H から垂線 HQ を引くと，GP // HQ になる。

仮定より，H は EG の中点なので，中点連結

定理より，Q は EP の中点になる。 

また，HQ＝
2
1 GP＝ 4

2
1
× ＝2(cm)になる。 

図 2 の△EDP は 30°90°60°の直角三角形 

で 3 辺の比は 1：2： 3 になるので， 
PE＝DP× 3 ＝ 32 (cm) 
Q は EP の中点なので，PQ＝ 3 (cm) 
直角三角形 DQP で，三平方の定理より， 

DQ＝ ( ) 73432
2222 =+=+=+ PQDP (cm) 

図 1 の直角三角形 HDQ で，三平方の定理より， 

DH＝ ( ) 114727 2222 =+=+=+ HQDQ (cm) 
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[問題] 
右図の立体 ABCD－EFGH は，1 辺が 6cm の

立方体である。図のように，すべての辺の長さが

等しい正四角錐 OPQRS があり，その中に立方体

ABCD－EFGH が入っている。この立方体の頂点

のうち，4 点 A，B，C，D はそれぞれ辺 OP，OQ，

OR，OS 上にあり，4 点 E，F，G，H は，いずれ

も底面 PQRS 上にある。このとき，この正四角錐

OPQRS の一辺の長さを求めよ。 
(石川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
PQ＝RQ＝ a cm とすると，PR＝ a2 (cm) 
△OPR で，OP＝OR＝ a cm，PR＝ a2 (cm)なので， 
△OPR は 45°45°90°の直角二等辺三角形になる。 
 

[解答] 626 + (cm) 
[解説] 
図 1 で，正四角錐 OPQRS の 1 辺を a cm とする。 
△PRQ は直角二等辺三角形で，3 辺の比は 

1：1： 2 になるので，PR＝ a2 (cm) 
OP＝OR＝ a (cm)，PR＝ a2 (cm)なので， 
△OPR は 45°45°90°の直角二等辺三角形になる。 
△ABC は 45°45°90°の直角二等辺三角形になる

ので，AC＝AB× 2 ＝ 26× ＝ 26 (cm)である。 
図 2 は図 1 の断面△OPR を示している。 
O から PR に垂線 OU を引く。 
△APE は直角二等辺三角形になるので， 
PE＝AE＝6(cm)である。 
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また，T は AC の中点になるので，AT＝ 226 ÷ ＝ 23 (cm) 
EU＝AT＝ 23 (cm)なので，PU＝PE＋EU＝ 236+ (cm)になる。 
△OPU は直角二等辺三角形になるので， 
OP＝PU× 2 ＝ ( ) 2236 ×+ ＝ 626 + (cm) 
 
 
[問題] 

図 1 のように，三角錐 ABCD がある。図 2 は，図 1 の展開図である。この展開図の四角

形 AEDF は，2 つの対角線の長さが AD＝8cm，EF＝6cm のひし形であり，線分 AD と線分

BC の交点を G とする。また，図 3 は，図 1 の頂点 A から線分 DG に垂線をひき，その交点

を H としたものである。このとき，次の各問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
(1) 図 2 において，△ABC の面積は，四角形 AEDF の面積の何倍か求めよ。 
(2) 図 3 において，線分 AH の長さを求めよ。 
(茨城県)(****) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 
8
1
倍 (2) 

4
39 cm 

[解説] 
(1) 右図で，A と F は重なるので AB＝BF である。 
同様に AC＝CE である。2 組の辺の比とその間の角(∠
A)がそれぞれ等しいので，△ABC∽△AFE になり，相

似比は 1：2 になる。 
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面積比は相似比の 2 乗に比例するので，△ABC と△AFE の面積比は，12：22＝1：4 になる。

四角形 AEDF の面積は△AFE の面積の 2 倍なので，四角形 AEDF の面積は△ABC の 4×2
＝8(倍)になる。 

よって，△ABC の面積は，四角形 AEDF の面積の
8
1
倍になる。 

(2) 図 3 の断面の△AGD に注目する。 

(1)より，AG：AD＝1：4 なので，AG＝
4
18× ＝2(cm) 

GD＝AD－AG＝8－2＝6(cm) 
図 3のADは図 2のDEと重なるので，長さが等しい。 

AD＝DE＝ 52516943 22 ==+=+ (cm) 

次に，右図のように，GH＝ x (cm)とおく。 
直角三角形 AGH で，三平方の定理より， 

AH2＝AG2－GH2＝ 24 x− ･･･① 
直角三角形 ADH で，三平方の定理より， 
AH2＝AD2－DH2＝ ( )2625 x−− ･･･② 
①，②より， ( ) 22 4625 xx −=−− ， 22 4361225 xxx −=−+−  

1512 =x ，
4
5

12
15

==x (cm) 

①より，AH2＝ 24 x− ＝
16
254− ＝

16
39  

AH＝
4
39

16
39

= (cm) 
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【】断面が四角形 
[問題] 

右の図は，すべての辺の長さが 8cm の正四角錐であり， 
辺 OA，OD の中点をそれぞれ E，F とする。このとき， 
四角形 EBCF の面積を求めよ。 
(石川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
四角形 EBCF は等脚台形→4 つの辺の長さが分かれば面積が計算できる。 
EF は正三角形 OAD，EB(FC)は正三角形 OAB(OCD)をかいて求める。 
 

[解答] 1112 cm2 
[解説] 
まず，断面の四角形 EBCF の各辺の長さを計算する。 
△OAD で，E，F は OA，OD の中点なので，中点連結定理より， 

EF＝
2
1 AD＝ 8

2
1
× ＝4(cm) 

正三角形 OAB で，E は OA の中点なので BE⊥OA になる。 
また，正三角形の内角はすべて 60°なので，∠BAE＝60°になる。 

よって，△ABE は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 1：2： 3 になるので， 

BE＝AB×
2
3
＝

2
38× ＝ 34 (cm) 同様に，CE＝ 34 (cm) 

以上より，四角形 EBCF は右図のような台形になる。 
右図で，BG＝(8－4)÷２＝2(cm) 
直角三角形 BEG で，三平方の定理より， 

EG＝ ( ) 448234 2222 −=−=− BGBE  

＝ 11211444 =×= (cm) 

(台形 EBCF の面積)＝
2
1
×(EF＋BC)×EG＝ ( ) 11284

2
1

×+× ＝ 1112 (cm2) 
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[問題] 
右の図は，AB＝AD＝6cm，BF＝4cm の直方体である。

この直方体の辺 AB，FG，HG，AD 上に，それぞれ 4 点 P，
Q，R，S を，AP＝FQ＝HR＝AS＝2cm となるようにとり，

四角形 PQRS をつくる。四角形 PQRS の面積を求めよ。 
(岩手県改)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
四角形 PQRS は等脚台形→4 つの辺の長さが分かれば面積が計算できる。 
SR は図の直角三角形 SRT に着目して求める。 
 
[解答] 176 (cm2) 
[解説] 
四角形 PQRS は等脚台形になる。その面積は 4 辺の長さがわ

かれば計算できる。 
直角三角形 PSA で，三平方の定理より， 

PS＝ 222222 22222 =×=+=+ ASAP (cm) 

直角三角形 QRG で，三平方の定理より， 

QR＝ 242444 22222 =×=+=+ RGQG (cm) 

次に，S から辺 EH に垂線 ST をおろす。ST は底面に垂直なので，∠STR＝90°になる。 
直角三角形 TRH で，三平方の定理より， 

TR＝ 52542024 2222 =×==+=+ RHTH (cm) 

直角三角形 SRT で，三平方の定理より， 

SR＝ ( ) 6362016524
2222 ==+=+=+TRST (cm) 
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PQ もまったく同様なので，PQ＝6 cm 
<Point> 等脚台形の高さ：垂線を 2 つおろす。 
以上より，台形 PQRS は右図のようになる。 
P，S から辺 QR に垂線 PM，SN をおろすと， 
MN＝ 22 cm なので，QM＝RN＝ ( ) 222224 =÷− (cm) 
直角三角形 PQM で，三平方の定理より， 

PM＝ ( ) 3423626
2222 =−=−=−QMPQ (cm) 

したがって， (台形 PQRS の面積 )=(PS＋QR)×PM÷2＝
( ) 2342422 ÷×+  
＝ 176174368323426 =×==÷× (cm2) 
 
 
[問題] 
 右の図は，1 辺の長さが 6cm の立方体 ABCD－EFGH に 
おいて，線分 AG 上に点 P をとり，AP：PG＝2：1 となる 
ようにしたものである。線分 PF の長さは何 cm か。 
(補充問題)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 2 6 cm 
[解説] 
<Point> 2 点を通る平面で立体を切る 

→切断面で考える 
2点P，F，および線分AGを含む断面AFGD
で考える。図 2 の△PFQ で，FQ と PQ の

長さがわかれば，三平方の定理で PF の長

さを計算できる。 
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そこで，まず AF の長さを求める。 
図 1 の直角三角形 AFE で，三平方の定理より， 

AF＝ 2666 22222 ×=+=+ EFAE ＝ 26 (cm) 

図 2 で，PQ：AF＝GP：GA＝1：(1＋2)，よって，PQ： 26 ＝1：3 
比の外項の積は内項の積に等しいので，PQ×3＝ 26 ×1 
よって，PQ＝ 22326 =÷ (cm)･･･① 
次に，GF＝6(cm)なので， 
GQ：GF＝GP：GA＝1：(1＋2)，よって，GQ：6＝1：3 
比の外項の積は内項の積に等しいので，GQ×3＝6×1，GQ＝6÷3＝2(cm) 
FQ＝FG－GQ＝6－2＝4(cm)･･･② 

①，②より，PQ＝ 22 cm，FQ＝4cm なので，直角三角形 PFQ で，三平方の定理より， 

PF＝ ( ) 626424168422 2222 =×==+=+=+ FQPQ (cm) 

 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺の長さが 9cm の立方体 ABCD－EFGH 
がある。対角線 BH 上に BP：PH＝3：1 となる点 P をとり， 
線分 GP の延長と平面 AEHD との交点を Q とする。このとき， 
線分 GQ の長さを求めよ。 
(新潟県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 

[解答] 113 cm 
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[解説] 
BPH，GPQ を含むこの立方体の切断面

は，右の図 1 のように，ABGH になる。 
GH⊥面 AEHD なので，GH⊥AH 
同様に BA⊥AH 
よって，切断面 ABGH は図 2 のような

長方形になる。図 2 の△GQH は直角三

角形なので，GH と QH がわかれば GQ
を求めることができる。 
GH＝9cm なので，あとは QH である。 
BG // QH なので，平行線の性質より， 
QH：BG＝PH：BP＝1：3･･･① 
図 1 で，三角形 BGF は直角三角形なので，三平方の定理より， 

BG＝ 292999 22222 =×=+=+GFBF (cm) 

①の QH：BG＝1：3 より，QH： 29 ＝1：3 
比の外項の積は内項の積に等しいので，QH×3＝ 129 ×  
よって，QH＝ 23329 =÷ (cm) 
図 2 の直角三角形 GQH で，三平方の定理より， 

GQ＝ ( ) 113119998118923 2222 =×==+=+=+GHQH (cm) 

 
 
[問題] 

一辺の長さが 4cm の立方体 ABCD－EFGH において，

点 P は辺 AB の中点である。また，点 Q，R はそれぞれ辺

EF，DC 上の点であり，FQ＝1cm，CR＝1cm である。 
このとき，4 点 P，Q，G，R は同じ平面上にある。次の各

問いに答えよ。 
(1) 線分 PQ の長さを求めよ。 
(2) 線分 PG の長さを求めよ。 
(3) △QGR の面積を求めよ。 
(山梨県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 
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[ヒント] 

 

 

[解答](1) 17 cm (2) 6cm (3) 26 cm2 
[解説] 
(1) 右の図 1 のように P から EF へ垂

線 PS を引く。直角三角形 PQS で， 
三平方の定理より， 

PQ＝ 2222 14 +=+QSPS  

＝ 17116 =+ (cm) 
(2) 図 2 のような△PSG で考える。 
PS⊥底面 EFGH なので，底面 EFGH
上にある SG とも垂直で，∠PSG＝90°になる。 
直角三角形 PGS で，PS＝4cm なので，あと SG の長さがわかれば PG を計算できる。 
直角三角形 SGF で，三平方の定理より， 

SG＝ 2016442 2222 =+=+=+GFSF (cm) 

直角三角形 PGS で，三平方の定理より， 

PG＝ ( ) 6362016204
2222 ==+=+=+ SGPS (cm) 

(3) △QGR は，GQ＝GR の二等辺三角形なので，GQ と QR
の長さがわかれば，面積を求めることができる。 
図 3 の直角三角形 GQF で，三平方の定理より， 

GQ＝ 1711614 2222 =+=+=+QFGF (cm) 

次に，R から HG に垂線 RT を引く。 
直角三角形 QRT で，三平方の定理より， 

QR＝ 242444 22222 =×=+=+ RTQT (cm) 
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図 4 で，G から QR へ垂線 GM を引くと，M は QR の中点に

なる。 
直角三角形 GRM で，三平方の定理より， 

GM＝ ( ) ( ) 98172217
2222 =−=−=− RMGR  

＝3(cm) 

(△QGR の面積)＝
2
1
×QR×GM＝ 324

2
1

×× ＝ 26 (cm2) 

 
 
[問題] 

右の図の直方体で，AB＝AD＝ 6 cm，AE＝6cm である。AE，

BD の中点をそれぞれ M，N，点 A から MN にひいた垂線と MN と

の交点を P とする。AP を延長して CG と交わった点を Q とすると

き，次の各問いに答えよ。 
(1) MN の長さを求めよ。 
(2) AP の長さを求めよ。 
(3) AP の長さと PQ の長さの比を最も簡単な整数の比で表せ。 
(青森県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

 
 

[解答](1) 32 cm (2) 
2
3 cm (3) 3：5 
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[解説] 
(1) 図１の AEGC を通る平面で切ると，

切断面は図 2 のようになる。図 2 で，N
は AC の中点，M は AE の中点なので，

中点連結定理より，MN＝
2
1 EC になる。

そこで，EC を求める。 
図 1 の直角三角形 EGF で，三平方の定

理より， 

EG＝ 126622 =+=+GFEF (cm) 

直角三角形 CEG で，三平方の定理より， 

EC＝ 3431648361222 =×==+=+CGEG (cm) 

よって，MN＝
2
1 EC＝ 34

2
1
× ＝ 32 (cm) 

(2) 図 2 で，△ANP∽△MNA(2 角が等しい)なので， 
AP：MA＝AN：MN 

(1)より MN＝ 32 (cm)なので，AP：3＝ 3 ： 32  
比の外項の積は内項の積に等しいので， 32 AP＝ 33  

AP＝
2
3

32
33
= (cm) 

(3) △AQC∽△ANP(2 角が等しい)なので，AQ：AN＝AC：AP 

AQ： 3 ＝ 32 ：
2
3  

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

2
3 AQ＝ 323× ，

2
3 AQ＝6，AQ＝ 4

3
26

2
36 =×=÷ (cm) 

PQ＝AQ－AP＝
2
34− ＝

2
5 (cm) 

よって，AP：PQ＝
2
3
：

2
5
＝3：5 
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[問題] 
右の図のように，1 辺の長さが 6cm の立方体の 3 つの頂

点 D，E，G を結んでできる△DEG がある。立方体の 2 つ

の頂点 B と H とを結ぶ対角線をひいたところ，対角線 BH
は，△DEG と垂直に交わった。対角線 BH と△DEG との

交点を P とするとき，次の各問いに答えよ。 
(1) △DEG の面積を求めよ。 
(2) 線分 PH の長さを求めよ。 
(鳥取県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 318 cm2 (2) 32 cm 
[解説] 
(1) 直角三角形 DEH で，三平方の定理より， 

DE＝ 26236363622 =×=+=+ EHDH (cm) 

同様にして，EG＝ 26 (cm)，DG＝ 26 (cm)になるので， 
△DEG は図 1 のような 1 辺が 26 cm の正三角形になる。 
図 1 の△DEM は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 

1：2： 3 になるので， 

DM＝DE×
2
3
＝

2
326 × ＝ 63 (cm) 

よって，(△DEG の面積)＝
2
1
×EG×DM 

＝ 3183491296326
2
1

=×==×× (cm2) 
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(2) 
 
 
 
 
 
 
図 2 のように，この立方体を BFHD の断面で切った断面図が図 3 である。 
図 2 の直角三角形 ABD で，三平方の定理より， 

BD＝ 262666 22222 =×=+=+ ADAB (cm) 

図 3 の直角三角形 BHD で，三平方の定理より， 

BH＝ ( ) 363361083672626 2222 =×==+=+=+ HDBD (cm) 

図 3 で，△DHP∽△BHD(2 角が等しい)なので， 

PH：DH＝DH：BH，PH：6＝6： 36  
比の外項の積は内項の積に等しいので， 

36 PH＝36，PH＝ 32
18

336
336

336
36

36
==

×
×

= (cm) 

 
 
[問題] 

右の図の直方体 ABCD－EFGH において，AB＝AD＝4cm， 
AE＝6cm である。辺 BF，DH 上に，それぞれ点 P，Q を 
BP＝DQ＝2cm となるようにとり，この直方体を 3 点 A，P， 
Q を通る平面で切って 2 つに分けるとき，切り口としてでき 
る図形の面積を求めよ。 
(群馬県)(****) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 

[解答] 68 cm2 
[解説] 
まず，3 点 A，P，Q を通る平面が側面

BCGF と交わってできる直線がどの

ようになるかについて考える。 
右図のように平行な 2 つの平面 X，Y
に平面 Z が交わるとき，X と Z が交わ

ってできる直線をm ，Y と Z が交わっ

てできる直線を l とすると， l // m とな

る。 
したがって，3 点 A，P，Q を通る平面が側面 BCGF と交わっ

てできる直線を PR とすると，PR // AQ となる。･･･① 
同様に 3 点 A，P，Q を通る平面が側面 CDHG と交わってでき

る直線を QR とすると，QR // AP となる。･･･② 
①，②より，四角形 APRQ は平行四辺形になる。 
直角三角形 AQD において，三平方の定理より， 

AQ＝ 52542024 2222 =×==+=+QDAD (cm) 

直角三角形 APB において，三平方の定理より， 

AP＝ 52542024 2222 =×==+=+ PBAB (cm) 

したがって，平行四辺形 APRQ は隣り合う辺の長さが等しいので，ひし形になる。 
平行四辺形やひし形は 4 辺の長さが決まっても，形は一意的に決まらない(押しつぶせば形が

変わるから)。 
そこで，対角線に注目する。ひし形の対角線は互いに垂直に交わるので，2 つの対角線の長

さがわかれば，その面積を求めることができる。 
図で，BP＝DQ なので，PQ // FH，PQ＝FH になる。 
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直角三角形 FHG で，三平方の定理より， 

FH＝ 242444 22222 =×=+=+ HGFG (cm) 

したがって，PQ＝ 24 cm となる。･･･③ 
次に，AR の長さを求める。 
図のように，R から辺 AE に垂線 RS をひく。 
ところで，AQ // PR なので，P と R の高さの差は D と Q の高さの差と同じ 2cm になる。 
したがって，CR＝2＋2＝4(cm)になる。 
よって，AS＝CR＝4(cm) 

次に，SR＝EG＝FH＝ 24 (cm)になる。 
直角三角形 ARS で，三平方の定理より， 

AR＝ ( ) 34316483216244
2222 =×==+=+=+ SRAS (cm)･･･④ 

③，④より，ひし形 APRQ の 2 つの対角線の長さは， 24 cm，

34 cm である。したがって， 
(ひし形 APRQ の面積)＝AR×PQ÷2 

＝ 6822434 =÷× (cm2) 
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【】球・円柱など 
[球] 
[問題] 
 半径 7cm の球を，中心から 4cm の距離にある平面で 
切ったとき，切り口の円の面積を求めよ。 
(埼玉県)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]33πcm2 
[解説] 
右図で，三平方の定理より， 
AB2＝OA2－OB2＝49－16＝33 
(切り口の円の面積)＝π×AB2＝π×33＝33π(cm2) 
 
 
[問題] 

右の図のように，直径が 12cm の球の形をし

たプラスチックの容器がある。この容器の中に

ちょうど入る立方体の 1 辺の長さを求めよ。た

だし，プラスチックの容器の厚さは考えないも

のとする。 
(埼玉県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答] 34 cm 
[解説] 
立方体の 8 つの頂点が，球に内接している。 
右図のように，立方体の対角線 DF の中点に球の中心 O があり，

DF は球の直径になる。 
この立方体の 1 辺を x cm とする。 
右図の直角三角形 HFE で，三平方の定理より， 

HF＝ xxxxFEHE 2222222 =×=+=+ (cm) 

直角三角形 DFH で，三平方の定理より， 

DF＝ ( ) xxxxxxHFDH 3322 2222222 =×=+=+=+ (cm) 

DF は球の直径なので， 

34
3

312
33
312

3
12312,123 ==

×
×

==÷== xx (cm) 

 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺が 2cm の立方体が球に内接している。こ

の立方体の1つの面ABCDを底面とする正四角錐P－ABCDで，

その 5 つの頂点は，球にぴったりとくっついている。このとき，

正四角錐 P－ABCD の体積を求めよ。 
(沖縄県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
図の PT(高さ)がわかれば，正四角錐 P－ABCD の体積を求めることができる。 
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[解答]
3

434 − cm3 

[解説] 
右図の PT(高さ)がわかれば，正四角錐

P－ABCD の体積を求めることができ

る。 
PT＝PO－TO で， 
TO＝AE÷2＝2÷2＝1(cm)なので， 
球の半径(PO)を求めればよい。 
右の図 1 の直角三角形 EGF で， 
三平方の定理より， 

EG＝ 222222 22222 =×=+=+GFEF (cm) 

直角三角形 AGE で，三平方の定理より， 

AG＝ ( ) 32341284222
2222 =×==+=+=+GEAE (cm) 

AG は球の直径なので，球の半径は 3232 =÷ (cm)になる。 
したがって，PO＝ 3 cm 
よって，PT＝PO－TO＝ 13 − (cm) 

(正四角錐 P－ABCD の体積)＝
3
1
×(底面積 ABCD)×(高さ PT) 

＝ ( ) ( ) ( )
3

434
3

1341322
3
1 −

=
−

=−××× (cm3) 

 
 
[円柱] 
[問題] 

右の図は，線分 AB を直径とする円 O を底面とし，AC＝6cm
を高さとする円柱である。点 D は円 O の周上の点で， 
∠AOD＝90°であり，点 E は点 D をふくまない弧 AB 上の点

で，∠AOE＝150°である。また，点 F はこの円柱の 2 つの底

面のうち円 O とは異なる円の周上の点で，線分 EF は底面に垂

直である。AB＝AC である。線分 EF 上に点 G を EG＝4cm と

なるようにとるとき，2 点 D，G 間の距離を求めよ。 
(神奈川県)(***) 
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[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
 

[解答] 43 cm 
[解説] 

  
図 1 の DG を含む切断面 DEFH は図 2 のようになる。図 2 の DE の長さがわかれば，DG の

長さを計算できる。 
図 3 で，∠EOD＝360°－150°－90°＝120°なので，∠EOP＝60°になる。 

△OEP は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 1：2： 3 になるので， 

EP＝OE×
2
3
＝

2
33× ＝

2
33 (cm) 

よって，DE＝EP×2＝ 33 (cm) 
図 2 の直角三角形 DGE で，三平方の定理より， 

DG＝ ( ) 431627433 2222 =+=+=+GEDE (cm) 
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[問題] 
右の図のように，底面の半径が 2cm，高さが 6cm の円柱がある。

底面の円の中心はそれぞれ O1，O2で，円 O1の円周上に点 A と点 B
を，∠AO1B＝120°となるようにとる。また，円 O2 の円周上に点

C を，△ABC の面積が最も大きくなるようにとる。このとき，次の

各問いに答えよ。 
(1) 線分 AB の長さを求めよ。 
(2) △ABC の面積を求めよ。 
(京都府)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
[解答](1) 32 cm (2) 153 cm2 
[解説] 
(1) 右の図 1 で△OBH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は

1：2： 3 になるので，BH＝OB×
2
3
＝

2
32× ＝ 3 (cm) 

AB＝2BH＝ 32 (cm) 
(2) 点Cが図 1のような位置にあるとき△ABCの面積が最も大きく

なる。 
図 2 の CH の長さがわかれば△ABC の面積が計算できる。 
図 1 の△OBH で，(1)と同じように考えると， 

OH＝OB×
2
1
＝

2
12× ＝1(cm) 

したがって，図 2 の GH＝GO1＋O1H＝2＋1＝3(cm) 
図 2 の直角三角形 CHG で，三平方の定理より， 

CH＝ 53594593636 2222 =×==+=+=+GHCG (cm) 

よって，(△ABC の面積)＝
2
1
×AB×CH＝ 5332

2
1

×× ＝ 153 (cm2) 
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【】体積 
【】正四面体 
[問題] 

右の図の正四面体は，1 辺の長さが 8cm である。辺 BC， 
CD の中点をそれぞれ点 P，Q，点 Q から AP にひいた垂線 
と AP との交点を R とする。次の各問いに答えよ。 
(1) △APQ の面積を求めよ。 
(2) QR の長さを求めよ。 
(青森県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 114 cm2 (2) 
3
332 cm 

[解説] 
(1) 図 1 の直角三角形 ABP で，三平方の定理よ

り，AP＝ 48166422 =−=− BPAB  

＝ 34316 =× (cm) 
図 2の直角三角形 APHで，三平方の定理より，

AH＝ ( ) 448234 2222 −=−=− PHAP  

＝ 11211444 =×= (cm) 

(△APQ の面積)＝
2
1
×PQ×AH＝ 1141124

2
1

=×× (cm2) 

(2) 図 2 の△APQ の底辺を AP とすると，高さは QR になるので， 

(△APQ の面積)＝
2
1
×AP×QR＝ 114 が成り立つ。 
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2
1
× 34 ×QR＝ 114 ， 32 ×QR＝ 114 ，QR＝

3
332

33
3112

32
114

=
×
×

= (cm) 

 
[問題] 

右の図は，4 つの面が 1 辺の長さ 6cm の正三角形から 
なる三角錐 OABC であり，三角錐の高さを hcm とし， 
h＝OG とする。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 高さ h を求めよ。 
(2) 三角錐 OABC の体積を求めよ。 
(沖縄県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
△OMC は OM＝CM の二等辺三角形である→3 辺が分かれば面積を計算できる 
底辺を CM とすると高さは OG→面積と CM から OG(h)を計算。 
 

[解答](1) 62 cm (2) 218 cm3 
[解説] 
(1) 図 1 の△OMC に注目する。 
△OAB は 1 辺が 6cm の正三角形で∠OAM＝60°なので， 

△OAM は 30°90°60°の直角三角形で，3 辺の比は 1：2： 3

である。よって，OM＝OA×
2
3
＝ 33

2
36 =× (cm)である。 

CM も同様にして，CM＝ 33 (cm)である。 
△OMC の面積がわかれば図 3 の OG を求めるこ

とができる。 
図 2 の直角三角形 OMH で，三平方の定理より， 

MH＝ 22 OHOM − ＝ ( ) 22
333 − ＝ 927 −  
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＝ 18 ＝ 23 (cm) 

(△OMC の面積)＝
2
1
×OC×MH＝ 236

2
1

××  

＝ 29 (cm2)･･･① 
次に，図 3 で，底辺を MC とすると，高さは OG なので， 

(△OMC の面積)＝
2
1
×MC×OG･･･② 

①，②より，
2
1
×MC×OG＝ 29  

2
1
× 33 ×OG＝ 29 ，

2
33 OG＝ 29 ， 

OG＝
2

3329 ÷ ＝
33

229 × ＝
3
26
＝

33
326

×
×

＝
3

66
＝ 62 (cm) 

(2) (1)より CM＝ 33 (cm)なので， 

(△ABC の面積)＝
2
1
×AB×CM＝ 336

2
1

×× ＝ 39 (cm2) 

よって，(三角錐 OABC の体積)＝
3
1
×(△ABC の面積)×OG＝ 6239

3
1

××  

＝ 186 ＝ 218 (cm3) 
 
[問題] 

右の図のように，すべての辺の長さが 6cm の正四面体 
ABCD があり，辺 AD の中点を E とする。この正四面体 
を 3 点 B，C，E を通る平面で切ったとき，三角錐 ABCE 
の体積を求めよ。 
(埼玉県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答] 29 cm3 
[解説] 
正三角形 CAD で，E は AD の中点なので，CE⊥AD になる。

同様に，BE⊥AD なので，AE は平面 BCE と垂直な位置関

係になる。よって，三角錐 ABCE の底面を△BCE としたと

きの高さは AE になる。AE＝AD÷2＝6÷2＝3(cm) 
次に，△BCE の面積を計算するために，EC を求める。 
△CDE はは 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 

1：2： 3 になるので，CE＝CD×
2
3
＝

2
36× ＝ 33 (cm) 

同様にして，BE＝ 33 (cm) 
二等辺三角形 EBC の点 E から辺 BC に垂線 EH を引くと，H は BC の中点になる。 
直角三角形 ECH で，三平方の定理より， 

EH＝ ( ) 232918927333 2222 =×==−=−=−CHCE (cm) 

(三角錐 ABCE の体積)＝
3
1
×

2
1
×BC×EH×AE＝ 3236

2
1

3
1

×××× ＝ 29 (cm3) 

 
 
[問題] 

右図の正四面体 ABCD の 1 辺の長さは 4cm である。辺 CD， 
DB の中点をそれぞれ J，K とする。点 A と点 K を結び， 
点 J を通り線分 AK に垂直な直線と線分 AK との交点を L と 
する。三角錐 LBJD の体積は，正四面体 ABCD の体積の 
何倍か求めよ。 
(福岡県)(****) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答]
12
1
倍 

[解説] 
三角錐 LBJD の底面を△BJD とすると，J は CD の中点なので，△BJD の面積は△BCD の

2
1
倍になる。三角錐 LBJD の高さは L から面 BCD におろした垂線の長さになる。 

この高さが正四面体 ABCD の高さの何倍になるかがわかれば，体積が何倍になるか求めるこ

とができる。 
右図のような△AJK で，LK の長さがわかれば， 
AK：LK＝AP：LQ で，高さの比 AP：LQ がわかる。 
△JKL∽△AKP(2 角が等しい)なので， 
KL：KP＝JK：AK 

KL：1＝2： 32  
比の外項の積は内項の積に等しいので， 

32 KL＝2，KL＝
3
3

6
32

332
32

32
2

==
×

×
= (cm) 

よって，AP：LK＝AK：LK＝ 32 ：
3
3
＝6：1 

したがって，三角錐 LBJD の底面積は正四面体 ABCD の底面積の
2
1
倍で，三角錐 LBJD の

高さは正四面体 ABCD の高さの
6
1
倍なので， 

三角錐 LBJD の体積は，正四面体 ABCD の体積の，
12
1

6
1

2
1

=× (倍)になる。 
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【】体積：高さの発見 
[問題] 
 右の図のような三角錐 ABCD があり， 
∠ABC＝∠ABD＝∠BCD＝90°，AB＝6cm， 
BC＝5cm，CD＝4cm である。また，点 P は辺 AC の中点 
である。4 点 P，B，C，D を頂点とする三角錐の体積を 
求めよ。 
(静岡県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

P から線分 BC に垂線 PM を引くと，PM // AB AB⊥BC，AB⊥BD なので，AB⊥面 BCD
になる。よって，PM⊥面 BCD となる。 
 
[解答]10cm3 
[解説] 
高さを求めるのがポイントである。 
P から線分 BC に垂線 PM を引くと， 
∠PMC＝∠ABC＝90°で，同位角が等しいので PM // AB 
ところで，AB⊥BC，AB⊥BD なので，AB⊥面 BCD になる。 
よって，PM⊥面 BCD となる。 
したがって，△BCD を底面としたとき，高さは PM になる。 
点 P は辺 AC の中点なので，PM＝AB÷2＝6÷2＝3(cm) 
(△BCD の面積)＝BC×CD÷2＝5×4÷2＝10(cm2) 
よって， 

(三角錐 P－BCD の体積)＝
3
1
×(△BCD の面積)×PM＝

3
1
×10×3＝10(cm3)  
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[問題] 
  右の図は，底面の 1 辺が 6cm の正四角錐 O－ABCD で，側

面の二等辺三角形の等しい辺はいずれも 9cm である。 
頂点 B から辺 OA にひいた垂線と OA との交点を H とした 
とき，次の各問いに答えよ。  
(1) BH の長さを求めよ。 
(2) 四角錐 H－ABCD の体積を求めよ。 
(福島県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
[解答](1) 4 2 cm   (2) 8 7 3cm  

[解説] 

(1) 右図のように，側面の△OAB を取り出して考える。 

底辺を OA とすると，BH は高さになる。 
そこで，別の方法で△OAB の面積を求める。 

O から底辺 AB に垂線 OM を引くと，△OAB は二等辺三角形なので，

M は AB の中点になる。したがって，AM＝6÷2＝3(cm) 
直角三角形 OAM で，三平方の定理より， 

OM＝ 262367239 2222 =×==−=− AMOA (cm) 

よって，(△OAB の面積)＝AB×OM÷2＝6× 26 ÷2＝ 218 (cm2) 
底辺を OA，BH を高さとすると， 

(△OAB の面積)＝OA×BH÷2＝ 218 (cm2) 

9×BH÷2＝ 218 ，BH＝ 218 ÷9×2＝ 24 (cm) 
(2) 右図のように対角線 AC に，垂線 HP，OQ を引く。 

四角錐 H－ABCD で，ABCD を底面とすると，高さは HP とな

る。そこで，HP の長さを求める。直角三角形 ABC で三平方の

定理より，AC＝ 262666 22222 =×=+=+ BCAB (cm) 
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Q は AC の中点になるので， 

AQ＝ 23226 =÷ (cm) 
直角三角形 OAQ で，三平方の定理より， 

OQ＝ ( ) 631881239
2222 =−=−=− AQOA ＝ 7379 =× (cm) 

△OAQ で，HP // OQ なので，HP：OQ＝AH：AO，HP： 73 ＝AH：9 
AH の長さが求まれば，HP が計算できる。 

直角三角形 ABH で，AH＝ ( ) 243236246
2222 ==−=−=− BHAB (cm) 

よって，HP： 73 ＝2：9 比の外項の積は内項の積に等しいので，HP×9＝ 73 ×2 

よって，HP＝ 73 ×2÷9＝
3

72
9

273
=

× (cm) 

(四角錐 H－ABCD の体積)＝
3
1
×(底面 ABCD の面積)×(高さ HP) 

＝
3
1
× 26 ×

3
72
＝ 78

33
72661
=

×
××× (cm3) 

 
[問題] 

右の図は，底面 ABC が AB＝AC＝6cm の直角二等辺三角形で， 
側面がすべて長方形の三角柱 ABCDEF を表しており，AD＝12cm 
である。辺 AD の中点を M とする。△FCB を底面とし，点 M を頂 
点とする三角錐 MFCB の体積を求めよ。 
(福岡県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
△BFC は面 BCFE に含まれているが，面 BCFE と辺 AD は平行なので，M からこの平面に

引いた垂線の長さは，D からこの平面に引いた垂線 DH の長さと等しくなる。 
[解答]72cm3 
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[解説] 
三角錐 MFCB の△BFC を底面として考える。 
直角三角形 BCA で，三平方の定理より， 

BC＝ 26236363622 =×=+=+ ACAB (cm) 

(△BFC の面積)＝
2
1
×BC×FC＝ 2361226

2
1

=×× (cm2) 

少し難しいのは，M から底面までの距離(高さ)である。 
△BFC は面 BCFE に含まれているが，面 BCFE と辺 AD は平行なので，M からこの平面に

引いた垂線の長さは，D からこの平面に引いた垂線 DH の長さと等しくなる。 

直角三角形 DEH で，DE＝AB＝6(cm)，EH＝
2
1 EF＝

2
1 BC＝ 26

2
1
× ＝ 23 (cm)なので， 

三平方の定理より， 

DH＝ 22 EHDE − ＝ ( ) 2329181836236
22 =×==−=− (cm) 

よって，(三角錐 MFCB の体積)＝
3
1
×(△BFC の面積)×(高さ)＝ 23236

3
1

×× ＝72(cm3) 

 
 
[問題] 

右の図は，底面 ABCD が AD＝4cm， 
∠DAB＝∠ADC＝90°，AB＝3cm，DC＝6cm の 
台形で，側面がすべて長方形の四角柱 ABCDEFGH 
を表しており，AE＝2cm である。この立体において， 
長方形 FBCG を底面とし，点 D を頂点とする四角 
錐 DFBCG の体積は何 cm3か。 
(福岡県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]16 cm3 
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[解説] 
まず，四角錐 DFBCG の底面の面積を求める。 
図 2 の直角三角形 BCP で，三平方の定理より， 

BC＝ 52516922 ==+=+CPBP (cm) 

(長方形 FBCG の面積)＝FB×BC＝2×5＝10(cm2) 
少し難しいのは高さである。 
点 D をふくむ面 DABC と面 FBCG が垂直であることに注目

する。D から BC へ垂線 DQ を引くと，DQ は面 FBCG にも

垂直になる。したがって，DQ が高さになる。 
図 2 を使って DQ の長さを求める。 
△BCD で DC を底辺と考えると BR が高さになるので， 

(△BCD の面積)＝
2
1
×DC×BR＝ 46

2
1

×× ＝12(cm2) 

△BCD で BC を底辺と考えると DQ が高さになる。 

(△BCD の面積)＝
2
1
×BC×DQ＝ 5

2
1
× ×DQ＝

2
5 DQ 

よって，
2
5 DQ＝12，DQ＝

2
512 ÷ ＝

5
212× ＝

5
24 (cm) 

(四角錐 DFBCG の体積)＝
3
1
×(長方形 FBCG の面積)×DQ＝

5
2410

3
1

×× ＝16(cm3) 
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【】体積→高さ 
[問題] 

1 辺が 6cm の立方体の 4 つの頂点 A，F，C，H を 
結んでできる右の図のような三角錐 AFCH の①体積を 
求めよ。②また，図の三角錐 AFCH において，△AFC 
を底面としたときの高さを求めよ。 
(京都府)(***) 
[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 
① 三角錐 AFCH の体積は，立方体の体積から，4 つの合同な三角錐(FABC など)を引き算し

て求めることができる。 
②三角錐 AFCH の体積と底面積(△AFC)→高さ 

[解答]① 72cm3 ② 34 cm 
[解説] 
① 三角錐 AFCH の体積は，立方体の体積から，4 つの

合同な三角錐(FABC など)を引き算して求めることがで

きる。 
(立方体の体積)＝6×6×6＝216(cm3) 

(三角錐 FABC の体積)＝ 666
2
1

3
1

×××× ＝36(cm3) 

(三角錐 AFCH の体積)＝216－36×4＝72(cm3) 

② FC＝ 26236363622 =×=+=+ FBCB (cm) 

△AFC は 1 辺が 26 cm の正三角形である。 
右図で，△AFH は 30°90°60°の直角三角形で 3 辺の比は 

1：2： 3 になるので， 

FH＝AF×
2
3
＝

2
326 × ＝ 63 (cm) 

(△AFC の面積)＝
2
1
×AC×FH＝ 3183491296326

2
1

=×==×× (cm2) 

図の三角錐 AFCH で，△AFC を底面としたときの高さを h cm とすると， 

(三角錐 AFCH の体積)＝
3
1
×(△AFC の面積)× h＝72 

72318
3
1

=×× h ， 7236 =h ， 34
18

372
336

372
36

72
==

×
×

==h (cm) 
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[問題] 
右の図で，底面の 1 辺が 2cm，高さが 4cm の正四角柱の中に，

合同な 2 つの三角形 ABC と三角形 DBC が入っている。2 つの三

角形の各頂点は正四角柱の頂点で，三角形の各辺は正四角柱の面

の対角線になっている。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 線分 BC の長さを求めよ。 
(2) 頂点 D と面 ABC の距離を求めよ。 
(岩手県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 
三角錐 DABC の体積：この正四角柱から，4 つの合同な三角錐の体積を引く 
二等辺三角形 ABC の面積を求める。 
体積と面積→高さ 
 

[解答](1) 22 cm (2) 
3
8 cm 

[解説] 
(1) 直角三角形 BCE で，三平方の定理より， 

BC＝ 22244422 =×=+=+CEBE (cm) 

(2) 右図のように A と D を結ぶ。 
三角錐 DABC の体積と底面の△ABC の面積を求め， 
これを使って高さを間接的に求める。 
(正四角柱の体積)＝2×2×4＝16(cm3) 

(三角錐 DBCE の体積)＝ 422
2
1

3
1

×××× ＝
3
8 (cm3) 
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三角錐 DABC はこの正四角柱から，4 つの合同な三角錐(三角錐 DBCE など)を切り取ったも

のであるので， 

(三角錐 DABC の体積)＝
3

16
3

3248
3

32164
3
816 =

−
=−=×− (cm3)･･･① 

次に，△ABC の面積を求める。 
直角三角形 ABF で，三平方の定理より， 

AB＝ 52542016442 2222 =×==+=+=+ BFAF (cm) 

同様にして，AC＝ 52 (cm) 
右図の直角三角形 ABH で，三平方の定理より， 

AH＝ ( ) ( ) 220252
2222 −=−=− BHAB  

＝ 232918 =×= (cm) 

(△ABC の面積)＝
2
1
×BC×AH＝ 2322

2
1

×× ＝6(cm2)･･･② 

頂点 D と面 ABC の距離を h cm とおくと， 

3
1
×(△ABC の面積)× h＝(三角錐 DABC の体積)なので，①，②より， 

3
166

3
1

=×× h ， 166 =h ，
3
8

6
16

==h (cm) 

 
 
[問題] 

右の図は，AB＝3cm，BC＝4cm，∠ABC＝90°の直角三角形 
ABC を底面とし，AD＝BE＝CF＝6cm を高さとする三角柱である。 
この三角柱の辺 CF 上に点 H を AD＝AH となるようにとる。 
このとき，面 ABH と点 C との距離を求めよ。 
(神奈川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
三角錐 HABC の体積と△ABH の面積から，高さ(面 ABH と点 C との距離)を求める。 
 

[解答]
9
334 cm 
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[解説] 
三角錐 HABC の体積と△ABH の面積から，面 ABH と点 C との

距離を求める。 
まず，△ABC を底面，HC を高さと考えて体積を求める。 
直角三角形 ABC で，三平方の定理より， 

AC＝ 52516922 ==+=+CBAB (cm) 

直角三角形 AHC で，三平方の定理より， 

HC＝ 11253622 =−=− ACAH (cm) 

よって，(三角錐 HABC の体積)＝
3
1
× ×

2
1 AB×CB×HC＝ 1121143

2
1

3
1

=×××× (cm3) 

次に，△ABH を底面と考えたときの体積について考える。 
AB⊥面 BCFE なので，∠ABH＝90°である。 
直角三角形 AHB で，三平方の定理より， 

BH＝ 33392793622 =×==−=− ABAH (cm) 

よって，(△ABH の面積)＝
2
1
×AB×BH＝

2
39333

2
1

=×× (cm2) 

面 ABH と点 C との距離(高さ)を h cm とすると， 

(三角錐 HABC の体積)＝
3
1
×(△ABH の面積)× h  

h××=
2

39
3
1112 ， h33114 = ，

9
334

333
3114

33
114

=
×
×

==h (cm) 

 
 
[問題] 
 1 辺 6cm の正方形 ABCD の，辺 AB，BC の中点を M，N とし， 
DM，MN，DN を折り目として，頂点 A，B，C を 1 点に重ねて， 
立体を組み立てる。頂点 A，B，C が重なった点を E として，E か 
ら面 DMN に下した垂線の長さを求めよ。 
(長崎県)(****) 
[解答欄] 
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[ヒント] 

 

∠DEN＝∠DCN＝90°，∠DEM＝∠DAM＝90°なので， 
DE は底面 MNE 上の EN と EM にそれぞれ垂直になる。 
よって，DE⊥△MNE となる。 
 
[解答]2 cm 
[解説] 
組み立てた立体は右の図 1 のようになる。 
まず，△MNE を底面として，この立体の体積を求める。 
このときの，ポイントは DE が高さになることである。 
ここで，直線が平面と垂直になるための条件について説明して

おこう。右の図 2 のように，直線 PQ が平面 T 上の 2 つの直線

QR，QS とそれぞれ垂直である(PQ⊥QS，PQ⊥QR)とき，PQ は平

面 T に垂直になる。 
図 1 で，∠DEN＝∠DCN＝90°，∠DEM＝∠DAM＝90°なので， 
DE は底面 MNE 上の EN と EM にそれぞれ垂直になる。 
よって，DE⊥△MNE となる。 

(△MNE の面積)＝(△MNB の面積)＝3×3÷2＝
2
9 (cm2) 

DE＝DA＝6(cm) したがって， 

(体積)＝
3
1
×(△MNE の面積)×(高さ DE)＝ 6

2
9

3
1

××  

＝9(cm3) 
次に，図 1 の△MND を底面としたとき，E から△MND へお

ろした垂線 EH が高さになる。このとき， 

(体積)＝
3
1
×(△MND の面積)×(高さ EH)＝9(cm3)･･･① 

そこで，△MND の面積を求める。右図から， 
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(△MND)＝(正方形 ABCD)－(△MDA)－(△NDC)－(△MNB) 
＝6×6－6×3÷2－6×3÷2－3×3÷2 

＝36－9－9－
2
9
＝

2
27 (cm2) 

①に(△MND)＝
2

27
を代入すると，

2
27

3
1
× ×(高さ EH)＝9 

よって，(高さ EH)＝
27
239

2
27

3
19 ××=÷÷ ＝2(cm) 
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【】角錐台 
[問題] 

図のように底面が AB＝6cm，BC＝8cm，∠ABC＝90° 
の直角三角形で，高さが 4cm の三角柱がある。辺 DE， 
DF の中点をそれぞれ P，Q とする。平面 PBCQ で 
三角柱を切るとき，A を含む側の体積を求めよ。 
(新田高)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]56cm3 
[解説] 
<Point> AD，BP，CQ の延長線→1点で交わる。 
右図のように，この三角柱を上方向にのばした図形を考える。 
同時に AD，BP，CQ を延長すると，3 直線は 1 点 O で交わる。 
DP // AB，DP：AB＝1：2 なので， 
OD：OA＝1：2 となる。 
したがって，OD＝DA＝4(cm)，OA＝4＋4＝8(cm) 
まず，三角錐 O－ABC の体積を求める。 

(底面△ABC の面積)＝
2
1
×AB×BC＝

2
1
×6×8＝24(cm2) 

(O－ABC の体積)＝
3
1
×(底面△ABC の面積)×(高さ OA) 

＝
3
1
×24×8＝64(cm3) 

次に，三角錐 O－DPQ の体積を求める。 
三角錐 O－DPQ と三角錐 O－ABC は相似で， 
相似比は OD：OA＝4：8＝1：2 したがって，体積比は 13：23＝1：8 
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よって，(O－DPQ の体積)＝(O－ABC の体積)×
8
1
＝64×

8
1
＝8(cm3) 

よって，(O－ABC の体積)－(O－DPQ の体積)＝64－8＝56(cm3) 
 
 
[問題] 

右の図のように，1 辺 4cm の立方体において，辺 BC，CD 
上にそれぞれ中点 P，Q をとり，4 点 P，Q，H，F を通る 
平面でこの直方体を切った。このとき，立体 PCQ－FGH の 
体積を求めよ。 
(長崎県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]
3

56 cm3 

[解説] 
<Point> 右図のように，GC，FP，HQ を延長して考える。 
OC：OG＝PC：FG＝2：4＝1：2 
よって，OC＝CG＝4cm，OG＝8cm 

(O－HFG の体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ) 

＝
3
1
×(

2
1
×4×4)×8＝

3
64 (cm3) 

三角錐 O－QPC と三角錐 O－HFG は相似で， 
相似比は，PC：FG＝1：2 なので，体積比は 13：23＝1：8 
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よって，(O－QPC の体積)＝(O－HFG の体積)×
8
1
＝

3
8

8
1

3
64

=× (cm3) 

よって，(立体 PCQ－FGH の体積)＝(O－HFG の体積)－(O－QPC の体積) 

＝
3

56
3
8

3
64

=− (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図の立体 ABCD－EFGH は，1 辺の長さが a cm の 
立方体である。点 P は，辺 AD 上の点で，AP：PD＝2：1 
とする。今，3 点 F，C，P を通る平面でこの立方体を切った。 
2 つに分けられた立体のうち，項点 B がある方の立体の 
体積を求めよ。 
(山形県)(****) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 3

54
19 a cm3 

[解説] 
3 点 F，C，P を通る平面が AEHD の

面と交わってできる直線は CF と平行

になるので，右図の PQ のようになる。

したがって，この平面によって切り取

られ頂点 B をふくむ立体は，右図の

APQ－BCF になる。 
CP，BA，FQ を延長すると，3 直線は

1 点で交わる。 
AP：PD＝2：1，AD＝BC なので，AP：BC＝2：(2＋1)＝2：3 
したがって，OA：OB＝AP：BC＝2：3，OA：AB＝2：1 
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AB＝ a cm なので，OA＝ a2 cm，OB＝ a3 cm 

(O－BCF の体積)＝
3
1
×(底面積△BCF)×(高さ OB)＝

3
1
×

2
1
× a × a× a3 ＝ 3

2
1 a (cm3) 

三角錐 O－APQ と三角錐 O－BCF は相似で，相似比は AP：BC＝2：3 なので， 
体積比は 23：33＝8：27 

よって，(O－APQ の体積)＝(O－BCF の体積)×
27
8

＝
27
8

2
1 3 ×a ＝ 3

27
4 a (cm3) 

ゆえに，(O－BCF の体積)－(O－APQ の体積)＝ 3333

54
8

54
27

27
4

2
1 aaaa −=− ＝ 3

54
19 a (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図は，AD＝AE＝8cm，AB＝12cm の直方体の容器 
ABCD－EFGH に水がいっぱい入っていたものを傾けて， 
水面が四角形 APQH になるところまで水を流し出したも 
のである。点 P，Q がそれぞれ辺 BF，FG の中点であるとき， 
容器に残っている水の体積を求めよ。 
(高知県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答]224cm3 
[解説] 
<Point> EF，AP，HQ を延長して考える。 
OF：OE＝PF：AE＝4：8＝1：2 
よって，OF＝FE＝12cm，OE＝24cm 
三角錐 O－AHE の底面を△AHE とすると， 
高さは OE＝24cm 
(底面積)＝HE×AE÷2＝8×8÷2＝32(cm2) 
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(三角錐 O－AHE の体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝

3
1
×32×24＝256(cm3) 

三角錐 O－PQF と三角錐 O－AHE は相似で，相似比は PF：AE＝1：2 なので， 
体積比は，13：23＝1：8 

よって，(三角錐 O－PQF の体積)＝256×
8
1
＝32(cm3) 

ゆえに，(三角錐 O－AHE の体積)－(三角錐 O－PQF の体積)＝256－32＝224(cm3) 
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【】その他 
[円柱] 
[問題] 

底面の半径が 4cm，高さが 10cm の透明な円柱の容器が

あり，2 つの底面の中心をそれぞれ O，O’とする。この容

器に水を入れ右の図 1 のように，水面の形が長方形になる

ように置いた。このときの水面を長方形 ABCD とすると，

∠AOD＝∠BO’C＝90°であった。このとき，次の各問い

に答えよ。ただし，円周率はπとし，容器の厚さは考えな

いものとする。 
(1) 長方形 ABCD の面積を求めよ。 
(2) 右の図 2 は，円柱の容器の側面で，水にふれている部分

のみを取り出した図である。この部分の面積を求めよ。 
(3) 円柱の容器に入っている水の体積を求めよ。 
(富山県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 
(1) △ADO は直角三角形なので，三平方の定理から AD を求めることができる。 
(2) おうぎ形 OAD の中心角が 90°なので弧 AD を計算できる。 
(3) 弧 BC と弦 BC で囲まれた部分の面積を S(cm2)とすると， 
S＝(おうぎ形 OAD)－(△OAD) 
 

[解答](1) 240 cm2 (2) π20 cm2 (3) 8040 −π (cm3) 
[解説] 
(1) 図 1 の直角三角形 ADO で，三平方の定理より， 

AD＝ 24216161622 =×=+=+ODOA (cm) 

(長方形 ABCD の面積)＝AD×AB＝ 1024 × ＝ 240 (cm2) 

(2) 図 1 で，(弧 AD)＝(円周)×
360
90

＝
4
142 ××π ＝ π2 (cm) 

(水にふれている部分の面積)＝(弧 AD)×AB＝ 102 ×π ＝ π20 (cm2) 
(3) 弧 BC と弦 BC で囲まれた部分の面積を S(cm2)とすると， 

S＝(おうぎ形 OAD)－(△OAD)＝
360
9042 ××π － 44

2
1

×× ＝ 84 −π (cm2) 

(水の体積)＝S×AB＝ ( ) 1084 ×−π ＝ 8040 −π (cm3) 
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[問題] 
右の図のような，底面の半径が 3cm，高さが 6cm の円柱があ

る。AB は母線，BC は底面の直径である。このとき，次の各問い

に答えよ。 
(1) AC の長さを求めよ。 
(2) △ABC の面積が，△ABD の面積の 2 倍になるように，点 D

を底面の円周上にとる。このとき，三角錐 ABCD の体積を求

めよ。 
(栃木県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 26 cm (2) 39 cm3 
[解説] 
(1) 直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 262666 22222 =×=+=+CBAB (cm) 

(2) △ABC の底辺を BC，△ABD の底辺を BD とすると，高さ

はともに AB になる。△ABC の面積が，△ABD の面積の 2 倍

になるので，BC＝2BD になる。 
よって，BD＝BC÷2＝6÷2＝3(cm) 
∠D は直径 BC の円周角なので 90°である。 
直角三角形 BCD で，三平方の定理より， 

DC＝ 33392793636 2222 =×==−=−=− BDBC (cm) 

(△BCD の面積)＝
2
1
×DC×BD＝ 333

2
1

×× ＝
2

39 (cm2) 

(三角錐 ABCD の体積)＝
3
1
×(△BCD の面積)×AB＝ 6

2
39

3
1

×× ＝ 39 (cm3) 
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[問題] 
右の図のような，側面がすべて長方形の三角柱があり， 

AC＝4cm，CB＝5cm，BE＝3cm である。点 A と点 E， 
点 C と点 E をそれぞれ結ぶ。AE＝CE であるとき，この 
三角柱の体積は何 cm3 か。 
(香川県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答] 216 cm3 

[解説] 
△ABC を底面とすると，高さは BE(＝3cm)である。 
底面の面積がわかれば，体積を求めることができる。 
そこで，まず，辺 AB の長さを求めることにする。 
直角三角形 CEB で，三平方の定理より， 

CE＝ 3492522 =+=+ EBCB (cm) 

AE＝CE＝ 34 (cm) 
直角三角形 AEB で，三平方の定理より， 

AB＝ ( ) 525934334 2222 ==−=−=− EBAE (cm) 

したがって，△ABC は AB＝CB＝5(cm)の二等辺三角形であるこ

とがわかる(二等辺三角形は 3 辺がわかれば面積を求めることが

できる)。右図の直角三角形 BCH で，三平方の定理より， 

BH＝ 2142525 2222 =−=−=−CHBC (cm) 

よって，(△ABC の面積)＝
2
1
×AC×BH＝ 214

2
1

×× ＝ 212 (cm2) 

(三角柱の体積)＝(△ABC の面積)×BE＝ 3212 × ＝ 216 (cm3) 
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[問題] 
右の図のように，1辺が10cmの立方体ABCD－EFGH

がある。辺 AD，AE 上にそれぞれ点 P，Q を， 
2AP＝AQ となるようにとる。図の立方体を 3 点 B，P，
Q を通る平面で切る。頂点 A をふくむ立体の体積が

20cm3のとき，AP の長さは何 cm になるか。AP の長さ

を x cm として方程式をつくり，求めよ。 
(北海道)(**) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 

 
[解答] 6 cm 
[解説] 
△ABP を底面とすると，高さは AQ である。 
AP＝ x (cm)とおくと， AQ＝2AP＝ x2 (cm) 

(QABP の体積)＝
3
1
×

2
1
×AB×AP×AQ＝20 

20210
6
1

=××× xx ， 20
3

10 2 =x ， 62 =x  

0>x なので， 6=x (cm) 
 
[問題] 

右の図のように，O，A，B，C，D を頂点とし，正

方形 ABCD を底面とする正四角錐があり，そのすべて

の辺の長さは 4cm である。点 P は B を出発して，底

面の辺上を C，D の順に A まで毎秒 1cm の速さで動

く。点 P が B を出発してから x 秒後のとき，4 点 O，

A，B，P を頂点とする三角錐の体積が 24 cm3 となる。

このとき， x の値をすべて求めよ。 
(高知県)(***) 
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[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 
[解答] 9,3=x  

[解説] 
まず，この正四角錐の高さを求める。 
図 1 の直角三角形 ACB で，三平方の定理より， 

AC＝ 24216161622 =×=+=+CBAB (cm)， 

AH＝AC÷2＝ 224 ÷ ＝ 22 (cm) 
直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 8816224
2222 =−=−=− AHOA  

  ＝ 2224 =× (cm) 
 
次に，P が BC 間にあるとき，CD 間にあるとき，DA 間にあるときに分けて考える。 

 
① 図 2 のように P が BC 間にあるとき 

(△ABP の面積)＝
2
1
×AB×PB＝ x××4

2
1

＝ x2 (cm2) 

(三角錐 OABP の体積)＝
3
1
×(△ABP の面積)×(高さ)＝ 222

3
1

×× x ＝ x
3

24 (cm3) 

三角錐 OABP の体積が 24 cm3なので， 24
3

24
=x とおくと， 1

3
1

=x ， 3=x  
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② 図 3 のように P が CD 間にあるとき 

(△ABP の面積)＝ 44
2
1

×× ＝8(cm2) 

(三角錐 OABP の体積)＝
3
1
×(△ABP の面積)×(高さ)＝ 228

3
1

×× ＝
3

216 (cm3) 

したがって，条件を満たす x は存在しない。 
③ 図 4 のように P が DA 間にあるとき 
BC＋CD＋DP＝ x なので，AP＝4×3－ x ＝ x−12 (cm) 

(△ABP の面積)＝
2
1
×AB×PB＝ ( )x−×× 124

2
1

＝ ( )x−122 (cm2) 

(三角錐 OABP の体積)＝
3
1
×(△ABP の面積)×(高さ)＝ ( ) 22122

3
1

×−× x  

＝ ( )x−12
3

24 (cm3) 

三角錐 OABP の体積が 24 cm3なので， ( ) 2412
3

24
=− x とおくと， 

( ) 112
3
1

=− x ， 312 =− x ， 9312 =−=x (cm) 

 
 
[回転体] 
[問題] 

右の図のような 1 辺の長さが 2cm の立方体がある。 
M は辺 BF の中点である。△AMG を，対角線 AG を 
軸として 1 回転させてできる回転体の体積を求めよ。 
(沖縄県)(***) 
[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答] π
3

34 cm3 

[解説] 
まず，△AMG の 3 辺の長さを求める。 
直角三角形 ACD で，三平方の定理より， 

AC＝ 84422 =+=+CDAD (cm) 

直角三角形 AGC で，三平方の定理より， 

AG＝ ( ) 124828 2222 =+=+=+GCAC  

  ＝ 3234 =× (cm) 
直角三角形 MGF で，三平方の定理より， 

MG＝ 54122 =+=+GFMF (cm) 

同様にして，MA＝ 5 (cm) 
点 M から AG へ垂線 MH を引くと，△AMG は二等辺三角形なので，AH＝GH＝ 3 (cm) 
直角三角形 AMH で，三平方の定理より， 

MH＝ ( ) ( ) 23535
2222 =−=−=− AHMA (cm) 

△AMH を対角線 AG を軸として 1 回転させてできる立体は，底面の半径が MH＝ 2 (cm)
で，高さが AH＝ 3 (cm)の円錐になる。この円錐の体積は， 

3
1
×π ×MH2×AH＝ ( ) 32

3
1 2

××π ＝ 32
3
1

××π ＝ π
3

32 (cm3) 

同様にして，△GMH を対角線 AG を軸として 1 回転させてできる立体の体積も π
3

32 (cm3)

になる。よって，求める体積は， πππ
3

34
3

32
3

32
=+ (cm3)になる。 
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[問題] 
右の図のように，AB＝AD＝2cm，AE＝4cm の直方体 ABCD 

－EFGH がある。このとき，次の各問いに答えよ。 
(1) 対角線 BH の長さを求めよ。 
(2) 辺 CG の中点を P とする。△BPH を BH を軸として 1 回 

転させてできる立体の体積を求めよ。ただし，円周率は 
πとする。 

(岩手県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 62 cm (2) π
3

64 cm3 

[解説] 
(1) 直角三角形 BDA で，三平方の定理より， 

BD＝ 22244422 =×=+=+ DABA (cm) 

直角三角形 BHD で，三平方の定理より， 

BH＝ ( ) 24168422 2222 =+=+=+ HDBD  

  ＝ 6264 =× (cm) 
(2) 直角三角形 PHG で，三平方の定理より， 

PH＝ 222444 =×=+ (cm) 同様に，PB＝ 22 (cm) 
したがって，△PBH は PB＝PH の二等辺三角形になる。 
P から BH に垂線 PQ を引くと，二等辺三角形の性質より，BQ＝HQ になる。 

(1)より，BH＝ 62 (cm)なので，BQ＝HQ＝ 262 ÷ ＝ 6 (cm) 
直角三角形 BPQ で，三平方の定理より， 
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PQ＝ ( ) ( ) 268622
2222 =−=−=− BQBP (cm) 

△BPQ を BH を軸として 1 回転させてできる立体は，底面の半径が PQ＝ 2 (cm)で，高さ

が BQ＝ 6 (cm)の円錐になる。この円錐の体積は， 

3
1
×π ×PQ2×BQ＝ ( ) 62

3
1 2

××π ＝ 62
3
1

××π ＝ π
3

62 (cm3) 

同様に，△HPQ を BH を軸として 1 回転させてできる立体の体積も π
3

62 (cm3) 

よって，求める体積は， πππ
3

64
3

62
3

62
=+ (cm3) 

 
 
[問題] 

右の図のように，底面が 1 辺 4cm の正方形で，他の辺の長

さがすべて 6cm の正四角すい OABCD がある。このとき，

次の各問いに答えよ。 
(1) 底面 ABCD の対角線 AC の長さを求めよ。 
(2) 頂点 O から底面 ABCD に垂線 OH をひいたとき，OH の

長さを求めよ。 
(3) 頂点 A を通り底面 ABCD に垂直な直線を軸として，正四

角すい OABCD を 1 回転させてできる立体の体積を求め

よ。ただし，円周率はπとする。 
(鳥取県)(***) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 
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[解答](1) 24 cm (2) 72 cm (3) π732 cm3 
[解説] 
(1) 右図の直角三角形 ABC で，三平方の定理より， 

AC＝ 24216161622 =×=+=+CBAB (cm) 

(2) AH＝AC÷2＝ 224 ÷ ＝ 22 (cm) 
直角三角形 OAH で，三平方の定理より， 

OH＝ ( ) 28836226
2222 =−=−=− AHOA  

  ＝ 7274 =× (cm) 
(3) 頂点 A を通り底面 ABCD に垂直な直線を軸として，正四角

すい OABCD を 1 回転させてできる立体は，図 2 の Q を頂点

AC を底面の円の半径とする円錐(V1とする)から，Q を頂点 PQ
を底面の円の半径とする円錐(V2 とする)と，A を頂点と PO を

底面の円の半径とする円錐(V3とする)をのぞいた部分になる。 
図 2 で，PO // AC なので，△QPO∽△QAC で， 

PO＝AH＝ 22 (cm)，AC＝ 24 (cm)なので相似比は 1：2 で

ある。したがって，QA＝ 74 (cm)，QP＝ 72 (cm)になる。 
V1 は底面の半径が 24 cm で高さが 74 (cm)の円錐なので， 

(V1 の体積)＝ ( ) 7432
3
17424

3
1 2

××=××× ππ ＝
3

7128 π (cm3) 

V2 と V1 は相似で，相似比は 1：2 なので，体積比は 13：23＝1：8 なので， 

V2＝
8
1 V1＝

3
716

3
7128

8
1 ππ

=× (cm3) 

同様にして，V3＝
3
716 π (cm3) 

よって，(求める体積)＝V1－V2－V3＝
3
716

3
716

3
7128 πππ

−− ＝
3
796 π

＝ π732 (cm3) 
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【FdData 入試製品版のご案内】 
詳細は，[FdData 入試ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  
姉妹品：[FdData 中間期末ホームページ] ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 
 
◆印刷・編集 
この PDF ファイルは，FdData 入試を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできないよ

うに設定しております。製品版の FdData 入試は Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 
 
◆FdData 入試の特徴 
FdData 入試は，公立高校入試問題の全傾向を網羅することを基本方針に編集したワープロ

データ(Word 文書)です。 入試理科・社会・数学ともに，過去に出題された公立高校入試の

問題をいったんばらばらに分解して，細かい単元ごとに再編集して作成しております。  
 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，製品の Word 文書を PDF ファイルに変換

したもので印刷や編集はできませんが，製品の全内容を掲載しており，どなたでも自由に閲

覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果をあげることができます。 
しかし，FdData 入試がその本来の力を発揮するのは印刷や編集ができる製品版においてで

す。また，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形式」，編集に適した「問題解答一

体形式」，などの形式を含んでいますので，目的に応じて活用することができます。 
※FdData 入試の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 
 
◆FdData 入試製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 
※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
数学 1 年(4400 円)，数学 2 年(6400 円)，数学 3 年(9600 円)：(統合版は 16,200 円) 
理科 1 年(6800 円)，理科 2 年(6800 円)，理科 3 年(6800 円)：(統合版は 16,200 円) 
社会地理(6800 円)，社会歴史(6800 円)，社会公民(6800 円)：(統合版は 16,200 円) 
※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 
(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 
 
◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 
※注文→インストール→編集･印刷の流れ ([Shift]＋左クリック) 
※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 
 
【Fd 教材開発】 Mail： info2@fdtext.com  Tel ：092-811-0960 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dinf/qanda.html#Tokuchou2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
http://www.fdtext.com/dan/index.html#nagare
http://www.fdtext.com/dan/index.html#chumon
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